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近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

）

三
九　
（

は
じ
め
に

　

一
般
的
な
産
業
史
・
経
済
史
に
お
い
て
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か

れ
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
本
稿
で
扱
う
時
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ

市
に
お
け
る
機
械
編
み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
は
、
植
民
地
市
場

と
国
内
市
場
向
け
の
贅
沢
品
や
流
行
品
を
製
造
し
て
急
激
な
成
長

を
遂
げ
、
後
に
発
展
す
る
綿
産
業
な
ど
に
も
複
数
の
企
業
家
を
輩

出
し
た
分
野
で
あ
っ
た

（
（
（

。
必
ず
し
も
絹
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
み
を

製
造
し
た
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
生
産
者
が
属
し
た
「
手
編
み
帽

子
と
機
械
編
み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
及
び
他
の
針
と
編
み
機
を
使
う
製

品
製
造
者
」
ギ
ル
ド
（
以
下
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
者
ギ
ル
ド
）

は
同
市
の
絹
産
業
七
ギ
ル
ド
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
世
紀
末
に
は

千
台
以
上
の
編
み
機
を
有
し
て

（
（
（

、
絹
産
業
部
門
の
中
で
一
時
は
最

も
活
力
に
富
み
、
多
く
の
生
産
者
を
抱
え
た
。
一
七
八
七
年
に
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
を
訪
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
学
者
ア
ー
サ
ー
・
ヤ

ン
グ
は
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
の
産
業
と
中
継
貿
易
の
繁
栄
に
驚
き
、

そ
の
様
子
を
「
通
り
を
歩
く
と
ど
こ
で
も
大
規
模
で
活
動
的
な
産

業
の
様
子
が
見
て
と
れ
、
街
中
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
編
み
機
の
軋
る
音
が
聞
こ
え
る
。
絹
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
ス

カ
ー
フ
（
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
バ
レ
ン
シ
ア
の
よ
う
な
規
模
で

は
な
い
）、
レ
ー
ス
、
そ
の
他
の
織
物
な
ど
に
加
工
さ
れ
る
」
と

記
し
て
い
る

（
（
（

。
も
ち
ろ
ん
農
学
者
で
あ
る
ヤ
ン
グ
の
記
述
を
無
批

判
に
受
け
入
れ
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
が
当
時
の
バ
ル
セ
ロ
ー

ナ
の
産
業
化
を
代
表
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

初
め
て
こ
の
地
を
訪
れ
た
旅
行
者
が
こ
の
よ
う
に
記
述
す
る
ほ
ど
、

同
産
業
が
繁
栄
し
て
い
た
証
左
と
言
え
よ
う
。五

一
三

近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る

　
　
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

山

道

佳

子



史
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四
〇　
（

　

そ
も
そ
も
機
械
編
み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
技
術
は
、
一
五
八
九
年

に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
牧
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
リ
ー
に
よ
っ
て
発
明
さ

れ
、
十
七
世
紀
半
ば
に
は
数
年
間
の
独
占
権
と
引
き
換
え
に
機
械

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
込
む
技
術
者
や
企
業
家
の
手
に
よ
り
、
他
の

国
々
に
広
ま
っ
た

（
（
（

。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
円
筒
形
の
編
み

機
で
は
な
く
、
平
形
で
平
面
に
編
み
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

伸
縮
性
に
富
む
こ
と
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
富
裕
層
の
心
を
捉
え
た

絹
の
手
編
み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
贅
沢
品
に
、
大
量
生
産
へ
の

道
を
開
く
も
の
で
、
自
動
織
機
や
紡
績
機
の
発
明
以
前
に
は
、
オ

六
一
三

す
る
。
そ
の
成
長
は
、
同
ギ
ル
ド
の
親
方
資
格
授
与
数
の
異
常
と

も
言
え
る
よ
う
な
伸
び
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

（
（
（

。

　

機
械
編
み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
多
く
の
者

を
惹
き
つ
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
謎
を
解
く
一
つ
の
鍵
は
、
刺
繍
を

施
し
た
薄
手
の
絹
の
最
高
級
品
が
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
で
「
リ
マ
風

a la lim
eña

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
見
出
せ
る
（【
図
版

1
】
参
照
）。
当
時
、
男
性
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、
男
ら
し

さ
の
象
徴
で
あ
っ
た
ふ
く
ら
は
ぎ
を
演
出
す
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は

最
重
要
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
だ
っ
た
が

（
（
（

、
特
に
複
雑
な
混
血
に
よ
る

【図版 １ 】　18 世紀「リマ風ストッキング」の一例、
バルセローナ・デザイン博物館所蔵（ref. 89385）、
筆者撮影

ラ
ン
ダ
式
織
機
と
呼
ば
れ
た
複
数
の
リ
ボ
ン
を
一
度
に

織
る
織
機
と
並
び
、
画
期
的
な
技
術
革
新
だ
っ
た

（
（
（

。

　

バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
で
も
法
学
者
で
名
誉
市
民
で
あ
っ
た

ナ
ル
シ
ス
・
フ
ァ
リ
ウ
・
ダ
・
ラ
・
ペ
ニ
ャ
ら
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
一
六
八
三
年
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら

編
み
機
が
導
入
さ
れ
、
十
八
世
紀
初
め
に
は
幾
つ
か
の

工
房
で
こ
れ
が
稼
働
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
（
（

。

生
産
と
販
売
の
独
占
を
め
ぐ
る
争
い
の
後
、
一
七
四
五

年
に
「
手
編
み
帽
子
製
造
者barreters d̓

agulla

」
ギ

ル
ド
が
機
械
編
み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
独
占
生
産
販
売
権

を
獲
得
す
る
と

（
（
（

、
彼
ら
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
主
た
る
生

産
品
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
ギ
ル
ド
と
し
て
も
急
成
長



近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

）

四
一　
（
七
一
三

階
層
分
化
が
激
し
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
流
行
品
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
差
異
を
視
覚
化
す
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
植
民
地
に

お
い
て

（
（1
（

、
高
い
技
術
と
セ
ン
ス
を
売
り
物
と
す
る
リ
ヨ
ン
製
の
高

級
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
需
要
は
た
い
へ
ん
な
も
の
だ
っ
た
。
植
民
地

市
場
が
自
由
交
易
に
開
か
れ
た
一
七
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に

急
成
長
し
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
は
、
基
本

的
に
こ
の
フ
ラ
ン
ス
製
品
の
輸
入
代
替
を
目
指
し
た
も
の
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

高
級
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
国
内
製
造
へ
の
関
心
は
、
商
業
評
議
会

と
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
者
ギ
ル
ド
の
間
の
や
り

取
り
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
。
一
七
八
八
年
一
月
に
同

ギ
ル
ド
は
王
権
の
求
め
に
応
じ
て
数
種
類
の
サ
ン
プ
ル
を
マ
ド

リ
ー
ド
に
送
り
、「
現
在
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
は
千
三
百
台
の
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
編
み
機
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
三
分
の
一
を
『
リ
マ
風
』

の
生
産
に
向
け
れ
ば
一
年
に
八
万
足
の
生
産
が
見
込
ま
れ
る
。

（
中
略
）
当
地
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
、

い
か
な
る
品
質
の
製
品
も
製
造
で
き
、
外
国
製
品
よ
り
も
絹
の
質

が
良
く
、
美
し
い
刺
繍
を
刺
す
女
性
も
多
く
い
る
」
と
報
告
し
て

い
る

（
（1
（

。
一
七
七
八
年
の
「
自
由
貿
易
規
則
」
制
定
以
降
、
特
に
合

衆
国
独
立
に
よ
る
対
英
戦
争
終
了
（
一
七
八
三
）
後
、
同
地
の
手

工
業
者
や
商
人
に
と
っ
て
植
民
地
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
格
段
と

容
易
に
な
っ
た
。
王
権
に
よ
る
振
興
も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
、
こ

れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
以
上
に
多
く
の
絹
製
品
が
海
外
領
土
に

向
け
て
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
理
に
か
な
っ

て
い
る

（
（1
（

。

　

ま
た
、
十
八
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
や
帽
子
、
扇
子
な
ど
の
服
飾
小
物
製
造
の
繁
栄
に
つ
い
て
考
察

す
る
と
き
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
は
「
新
し
い
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー

（
（1
（

」
の
普
及
で
あ
る
。
社
会
の
特
権
層
の
た
め
の
旧
来
の
贅
沢

と
は
異
な
り
、
そ
れ
を
模
し
た
商
品
や
そ
れ
ほ
ど
高
価
で
は
な
い

流
行
品
へ
の
需
要
が
社
会
の
広
範
な
層
に
広
が
っ
た
こ
と
が
、
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
や
捺
染
綿
布
の
エ
プ
ロ
ン
の
よ
う
な
「
大
衆
贅
沢
品

populuxe goods

」（
（1
（

の
生
産
と
流
通
を
刺
激
し
た
と
い
う
議
論
だ
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
も
こ
の
よ
う
な
需
要
の
変
化
が
、
繊
維
業
を
中
心

と
す
る
産
業
化
を
支
え
た
と
い
う
仮
説
は
成
り
立
つ
だ
ろ
う
か
。

エ
ウ
へ
ニ
オ
・
ラ
ル
ー
ガ
の
ソ
リ
ア
か
ら
の
有
名
な
報
告
（
一
七

九
二
）
に
は
、「
こ
の
地
方
の
あ
る
程
度
の
規
模
の
村
で
、
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
人
が
店
を
構
え
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
綿
製
品
、
と
り
わ

け
靴
な
ど
を
販
売
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
あ
る

（
（1
（

。
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
の
商
業
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
が
イ
ベ
リ
ア
半
島
中
に
広
が
っ

て
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
製
品
を
販
売
し
た
こ

と
、
ま
た
、
ブ
ド
ウ
栽
培
へ
の
特
化
に
代
表
さ
れ
る
カ
タ
ル
ー
ニ



史
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）

四
二　
（

ャ
農
業
の
発
展
が
、
地
域
内
の
商
業
網
と
貨
幣
経
済
の
浸
透
、
購

買
力
の
上
昇
に
貢
献
し
た
こ
と
に
は
異
論
の
余
地
が
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
が
具
体
的
な
商
品
の
生
産
や
流
通
に
与
え
た
影
響
を
知

る
た
め
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
他
地
域
で
議
論
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
、

特
定
の
モ
ノ
の
普
及
を
「
死
後
財
産
目
録
」
か
ら
数
量
的
に
分
析

す
る
よ
う
な
研
究
が
必
要
で
あ
る

（
（1
（

。

　

ヴ
ィ
ラ
ー
ル
は
近
代
の
産
業
化
の
根
幹
は
「
消
費
で
は
な
く
売

る
た
め
に
作
る
と
い
う
観
念
」
だ
と
述
べ
た

（
（1
（

。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の

産
業
化
以
前
の
こ
の
よ
う
な
製
造
業
者
に
つ
い
て
は
、
ト
ー
ラ
ス

や
マ
ル
フ
ァ
ニ
ー
に
よ
る
イ
グ
ア
ラ
ー
ダ
の
毛
織
物
産
業
を
対
象

と
し
た
研
究
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
関
し
て
は
十
八
世
紀
半
ば
に
初

期
の
発
展
を
迎
え
る
捺
染
綿
布
製
造
業
、
八
〇
年
代
か
ら
機
械
化

を
伴
っ
て
急
速
に
発
展
す
る
綿
紡
績
及
び
綿
布
製
造
業
を
中
心
と

し
た
豊
か
な
研
究
蓄
積
が
あ
る

（
（1
（

。
し
か
し
、
十
九
世
紀
に
な
っ
て

も
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
産
業
活
動
と
労
働
文
化
の
中
心
が
中
小
規
模

の
製
造
業
で
あ
り
、
ギ
ル
ド
の
文
化
が
残
存
し
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

（
（1
（

、
ギ
ル
ド
に
組
織
さ
れ
た
中
小
規
模

の
製
造
業
に
つ
い
て
の
研
究
の
蓄
積
は
浅
い
。
そ
の
中
で
、
絹
の

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
新
し
い
贅
沢
品
を
遠
隔
市
場
で
売
る
た
め

に
生
産
し
、
短
い
な
が
ら
も
繁
栄
を
遂
げ
た
一
業
種
と
担
い
手
た

ち
を
通
し
て
、
近
代
化
を
目
前
に
し
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
ギ
ル
ド

に
組
織
さ
れ
た
産
業
の
中
に
見
ら
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
迫
り
、

近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
産
業
化
の
歴
史
に
も
う
一
つ
の

顔
を
加
え
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
当
時
の
製
造
業
者
を
研
究
す
る
際
の
史
料
的
な
問

題
を
考
察
し
て
か
ら
（
第
一
章
）、
生
産
活
動
の
実
態
（
第
二
章
）、

製
品
の
市
場
と
商
業
化
（
第
三
章
）、
生
活
の
実
態
と
社
会
的
上

昇
の
可
能
性
（
第
四
章
）
に
つ
い
て
、「
死
後
財
産
目
録
」
を
中

心
と
し
た
公
証
人
文
書
か
ら
分
析
し
、
そ
の
中
で
先
行
研
究
に
基

づ
い
て
設
定
す
る
い
く
つ
か
の
疑
問
に
答
え
て
い
き
た
い
。
な
お
、

今
号
掲
載
の
（
上
）
は
こ
の
う
ち
第
二
章
ま
で
と
す
る
。

第
一
章　

史
料
と
方
法
論

　

本
稿
で
扱
う
時
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
は
、
手
工
業
と
遠
隔
地

交
易
の
発
展
に
よ
り
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
域
内
か
ら
多
く
の
移
民
を

引
き
つ
け
、
人
口
が
急
増
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
（2
（

。
し
か
し
、

い
わ
ゆ
る
「
産
業
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
変
化
に
先
立
つ
こ
の
時
期

の
人
口
や
産
業
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
基
本
と
な

る
人
口
調
査
の
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。「
エ
ン
セ

ナ
ー
ダ
の
国
富
調
査
」（Catastro de Ensenada, 1750-1754

）

が
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
を
対
象
と
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、

「
フ
ロ
リ
ダ
ブ
ラ
ン
カ
の
人
口
調
査
」（Censo de Florida­

八
一
三
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〇
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blanca, 1787

）
も
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
つ
い
て
は
原
簿
が
失
わ

れ
て
お
り
、
職
業
別
人
口
や
家
族
構
成
な
ど
の
デ
ー
タ
は
わ
か
ら

な
い

（
（2
（

。
加
え
て
、
手
工
業
や
商
業
の
業
種
ご
と
の
人
数
や
経
済
状

態
を
示
す
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
カ
タ
ス
ト
ロ
税
の
徴
税
台
帳

が
、
特
に
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
期
に
関
し
て
実
態
と
乖
離
し
て

い
る
こ
と
は
、
以
下
に
検
証
す
る
通
り
で
あ
る
。
本
章
で
は
こ
の

乖
離
を
検
証
し
、「
死
後
財
産
目
録
」
の
よ
う
な
個
々
の
手
工
業

者
が
遺
し
た
文
書
か
ら
生
産
活
動
や
資
本
蓄
積
の
実
態
を
再
現
す

る
可
能
性
を
考
察
す
る
。

（
一
）「
徴
税
台
帳
」
と
ギ
ル
ド
史
料

　

こ
こ
で
検
討
す
る
「
徴
税
台
帳
」
と
は
、
ブ
ル
ボ
ン
朝
に
よ
っ

て
新
設
さ
れ
た
カ
タ
ス
ト
ロ
税
の
う
ち
、
貴
族
や
聖
職
者
、
王
の

役
人
な
ど
を
除
く
者
に
か
か
っ
た
人
頭
税
に
あ
た
る
「
ペ
ル
ソ
ナ

ル
税

（
（2
（

」
の
徴
税
簿
で
、
手
工
業
者
に
つ
い
て
は
ギ
ル
ド
毎
に
当
該

年
の
税
を
負
担
す
る
者
の
名
前
と
納
税
額
、
不
在
や
極
貧
を
理
由

に
税
を
免
除
さ
れ
る
者
な
ど
を
届
け
出
た
台
帳
で
あ
る
（
バ
ル
セ

ロ
ー
ナ
市
歴
史
文
書
館A

rxiu H
istòric de la Ciutat de Bar­

celona, A
H

CB

所
蔵
）。
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
で
は
十
八
世
紀
後
半
に

八
〇
ほ
ど
存
在
し
た
手
工
業
ギ
ル
ド
の
大
半
に
つ
い
て
記
録
が
存

在
し
、
本
来
で
あ
れ
ば
業
種
ご
と
の
人
数
と
構
成
員
、
経
済
状
況

も
わ
か
る
史
料
の
は
ず
で
あ
る
が
、
一
七
七
〇
年
以
降
に
ギ
ル
ド

毎
に
支
払
う
税
額
の
大
き
な
見
直
し
が
な
さ
れ
ず
、
特
に
こ
れ
以

降
に
成
長
し
た
業
種
で
は
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い

（
（2
（

。

　

筆
者
は
「
納
税
台
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製

造
業
者
の
数
が
あ
ま
り
に
少
な
い
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
同
年
代

の
親
方
資
格
取
得
者
な
ら
び
に
ギ
ル
ド
の
会
合
出
席
者
数
と
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
間
の
大
き
な
乖
離
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
徴
税
台
帳
」
に
よ
れ
ば
、
同
ギ
ル
ド
の
親
方
は
一
七
七
〇
年
に

五
五
人
（
極
貧
者
や
行
方
不
明
者
を
含
む
、
そ
の
他
に
親
方
以
外

の
職
人
が
十
八
人
）、
一
七
八
〇
年
に
六
三
人
（
同
、
十
九
人
）、

一
七
九
〇
年
に
六
九
人
（
同
、
二
〇
人
）、
一
八
〇
〇
年
に
六
九

人
（
同
、
十
九
人
）、
一
八
〇
七
年
に
七
二
人
（
同
、
十
七
人
）

と
い
ず
れ
も
六
十
人
か
ら
七
十
人
程
度
で
、
そ
の
う
ち
「
家
と
工

房
を
所
持
す
る
親
方
」
は
一
七
七
〇
年
に
四
人
、
そ
の
後
は
い
ず

れ
も
七
人
か
ら
八
人
に
過
ぎ
ず
、
大
半
が
「
自
分
の
工
房
を
持
た

ず
他
の
親
方
の
下
で
職
人
の
よ
う
に
働
く
親
方
」
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る

（
（2
（

。「
工
房
を
持
た
な
い
親
方
」
の
登
録
が
公
然
と
偽
り

を
含
む
こ
と
は
、
ギ
ル
ド
役
員
を
歴
任
し
た
複
数
の
親
方
や
、

「
王
権
特
認
工
場
」
の
称
号
を
認
め
ら
れ
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
・
ア
リ

モ
ン
ま
で
も
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
（【
付
表
１
】「
徴
税
台
帳
で
の
記
載
」
の
項
目
を

九
一
三
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【付表１】　分析したストッキング製造業者（30 件、年代順）の概要　（死後財産目録・　　　　　　　　　　　　　 遺言書・ギルド史料・徴税台帳より筆者作成）

参照
番号

姓、名
（死後財産目録作成年）

出身地、
父親の職業

婚姻状況と家族
財産目録
依頼者

親方資格
取得年

目録本体
の頁数

住居、不動産
仕事場

（◎は 2 箇
所以上）

織機／成形
型の数

商品在
庫有無

分類①
工房を持
つ独立自
営の親方

ギルド役員
（主な役職）

「徴税台帳」
での記載

1
サバテー・イ・リョ
ピ ス、 ジ ュ ゼ ッ プ

（1772, 1790）

バルセローナ、絹飾り
紐親方

息 子 1 人（ 同 業 親 方
1784 年・ 商 人・ 異 端
審問所審問官）

寡婦 不明 24
持ち家（ボルン広場）2 軒、
葡萄畑、別荘など

◎ 10 台／417 ○ a ○

2
フステー、アントン

（1775）
不詳　 独身 地区判事 ＊非親方 1.5 間借り × × × ―

3
トーラス、マテウ

（1776）
＊飾り紐親方を兼業

バルセローナ、居酒屋
＊ストッキング製造・
絹飾り紐親方の娘婿

寡夫、娘 2 人
（長女の婿が同業親方）

長女とその
夫

不明 32 持ち家（ムンカダ通）2 軒 ◎ 5 台／230 ○ a ○

4
ルベルト、ペラ・ジ
ュアン（1784）

バルセローナ、マット
レス製造親方

既婚、妻が妊娠中 寡婦 1781 3.5 借家（トリニタット広場） ○ 3 台／８ × c

5
リュネル、フランセ
スク（1787）

バルセローナ、刺繍職
人親方

既婚、子供なし 寡婦 1786 1.5 借家（ノバ広場） ○ 2 台／10 × c

6
アルクス、マリアノ

（1790）
バルセローナ、軍人

息子 3 人、娘 1 人
（長男が 1783 年に同業
親方）

寡婦と長男 不明 7
市内持ち家（場所不明）、
マルトレイに自宅と土地、
葡萄畑

○ 7 台 × c ○

1776､ 83 代表役
員、85 管財係、
80、81 検査官、
82、84 評議員

工房を持たな
い親方（1781）

7
グミタ、ラモン

（1790）
バルセローナ、皮なめ
し親方

既婚、子供なし 寡婦 1786 1
借家（間借り、クロミナ
ス通）

× 1 台 × e

8
ビラルダガ、ジュゼ
ップ（1790）

バルセローナ、絹飾り
紐親方

息子 1 人、娘 3 人 寡婦 1760 15 持ち家（アンプラ通）2 軒 ◎ 5 台／24 ○ a ○
1776、79、80 管
財係、75 評議員

工房持ち親方
（1781）

9
トーラス、ジュアン

（1791）
＊飾り紐親方を兼業

バルセローナ、製粉業
息子 1 人、娘 1 人

（未成年）
寡婦 不明 24

持ち家（アスクダリェー
ス通）、市内に数軒

○ 12 台／12 △ b ○
工房持ち親方

（1791）

10
ファルガス、ジュア
ン（1791）

バルセローナ、ラバ引
き

寡夫、娘 1 人（未成年） 子の後見人 1781 3.5 借家（カルマ通） ○ 3 台／24 ○ b △
不在・行方不
明の親方

（1781）

11
サガーラ、バルトメ
ウ（1791）

アレニィス・ダ・マル、
港湾税徴収官

息子 3 人（長男次男が
同業親方）、娘 3 人

寡婦 1758 4
借家（競売市場アーケー
ド）、アレニィスに自宅

（借金の担保）
× なし × e

12
サンス、アントン

（1792）
バルセローナ、食品雑
貨商

息子 4 人（長男が同業
親方、他は未成年）、
娘 1 人

寡婦と長男 1775 4 借家（ムンジュイック通） ○ 3 台／17 × c

13
コイ、ジュゼップ

（1793）
バルセローナ、蝋燭職
人

既婚 寡婦 1768 5
持ち家（権利の 3 分の 2
所有、大聖堂の階段前）

○ 7 台／26 ○ b ○
1774、75、76、80
検査官、81 代表
役員、82 評議員

工房を持たな
い親方（1771、
81、91）

14
トゥレンツ、フラン
セスク（1793）

ビック、麻紐製造業 息子 1 人、娘 1 人 寡婦 1774 3 借家（場所不明） ○ なし／24 ○ b
工房を持たな
い親方（1781）

15

アリモン、ジュゼッ
プ（1794）
＊飾り紐親方を兼業　
＊王権特認工場

バルセローナ、ストッ
キング製造・絹飾り紐
親方

息 子 1 人（ 同 業 親 方
1786 年 ）、 娘 1 人（ 布
地商の妻）

寡婦と長男 不明 12.5 持ち家（ムンカダ通）４軒 ◎ 15 台／72 ○ a ○  
工房を持たな
い親方（1781、
91）
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【付表１】　分析したストッキング製造業者（30 件、年代順）の概要　（死後財産目録・　　　　　　　　　　　　　 遺言書・ギルド史料・徴税台帳より筆者作成）

参照
番号

姓、名
（死後財産目録作成年）

出身地、
父親の職業

婚姻状況と家族
財産目録
依頼者

親方資格
取得年

目録本体
の頁数

住居、不動産
仕事場

（◎は 2 箇
所以上）

織機／成形
型の数

商品在
庫有無

分類①
工房を持
つ独立自
営の親方

ギルド役員
（主な役職）

「徴税台帳」
での記載

1
サバテー・イ・リョ
ピ ス、 ジ ュ ゼ ッ プ

（1772, 1790）

バルセローナ、絹飾り
紐親方

息 子 1 人（ 同 業 親 方
1784 年・ 商 人・ 異 端
審問所審問官）

寡婦 不明 24
持ち家（ボルン広場）2 軒、
葡萄畑、別荘など

◎ 10 台／417 ○ a ○

2
フステー、アントン

（1775）
不詳　 独身 地区判事 ＊非親方 1.5 間借り × × × ―

3
トーラス、マテウ

（1776）
＊飾り紐親方を兼業

バルセローナ、居酒屋
＊ストッキング製造・
絹飾り紐親方の娘婿

寡夫、娘 2 人
（長女の婿が同業親方）

長女とその
夫

不明 32 持ち家（ムンカダ通）2 軒 ◎ 5 台／230 ○ a ○

4
ルベルト、ペラ・ジ
ュアン（1784）

バルセローナ、マット
レス製造親方

既婚、妻が妊娠中 寡婦 1781 3.5 借家（トリニタット広場） ○ 3 台／８ × c

5
リュネル、フランセ
スク（1787）

バルセローナ、刺繍職
人親方

既婚、子供なし 寡婦 1786 1.5 借家（ノバ広場） ○ 2 台／10 × c

6
アルクス、マリアノ

（1790）
バルセローナ、軍人

息子 3 人、娘 1 人
（長男が 1783 年に同業
親方）

寡婦と長男 不明 7
市内持ち家（場所不明）、
マルトレイに自宅と土地、
葡萄畑

○ 7 台 × c ○

1776､ 83 代表役
員、85 管財係、
80、81 検査官、
82、84 評議員

工房を持たな
い親方（1781）

7
グミタ、ラモン

（1790）
バルセローナ、皮なめ
し親方

既婚、子供なし 寡婦 1786 1
借家（間借り、クロミナ
ス通）

× 1 台 × e

8
ビラルダガ、ジュゼ
ップ（1790）

バルセローナ、絹飾り
紐親方

息子 1 人、娘 3 人 寡婦 1760 15 持ち家（アンプラ通）2 軒 ◎ 5 台／24 ○ a ○
1776、79、80 管
財係、75 評議員

工房持ち親方
（1781）

9
トーラス、ジュアン

（1791）
＊飾り紐親方を兼業

バルセローナ、製粉業
息子 1 人、娘 1 人

（未成年）
寡婦 不明 24

持ち家（アスクダリェー
ス通）、市内に数軒

○ 12 台／12 △ b ○
工房持ち親方

（1791）

10
ファルガス、ジュア
ン（1791）

バルセローナ、ラバ引
き

寡夫、娘 1 人（未成年） 子の後見人 1781 3.5 借家（カルマ通） ○ 3 台／24 ○ b △
不在・行方不
明の親方

（1781）

11
サガーラ、バルトメ
ウ（1791）

アレニィス・ダ・マル、
港湾税徴収官

息子 3 人（長男次男が
同業親方）、娘 3 人

寡婦 1758 4
借家（競売市場アーケー
ド）、アレニィスに自宅

（借金の担保）
× なし × e

12
サンス、アントン

（1792）
バルセローナ、食品雑
貨商

息子 4 人（長男が同業
親方、他は未成年）、
娘 1 人

寡婦と長男 1775 4 借家（ムンジュイック通） ○ 3 台／17 × c

13
コイ、ジュゼップ

（1793）
バルセローナ、蝋燭職
人

既婚 寡婦 1768 5
持ち家（権利の 3 分の 2
所有、大聖堂の階段前）

○ 7 台／26 ○ b ○
1774、75、76、80
検査官、81 代表
役員、82 評議員

工房を持たな
い親方（1771、
81、91）

14
トゥレンツ、フラン
セスク（1793）

ビック、麻紐製造業 息子 1 人、娘 1 人 寡婦 1774 3 借家（場所不明） ○ なし／24 ○ b
工房を持たな
い親方（1781）

15

アリモン、ジュゼッ
プ（1794）
＊飾り紐親方を兼業　
＊王権特認工場

バルセローナ、ストッ
キング製造・絹飾り紐
親方

息 子 1 人（ 同 業 親 方
1786 年 ）、 娘 1 人（ 布
地商の妻）

寡婦と長男 不明 12.5 持ち家（ムンカダ通）４軒 ◎ 15 台／72 ○ a ○  
工房を持たな
い親方（1781、
91）
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16
デル・ソル、シルベ
ストラ（1794）

サンタ・クロマ・グラ
マネ、農業

息子 3 人、娘 4 人 寡婦 不明
32

（妻の財産
を含む）

持ち家（カンビス通）、サ
ンタ・クロマに農家

○
5 台

（自宅外）
○ b ○ 1780、85 評議員

工房持ち親方
（1781、91）

17
パリェス、パウ

（1795）
カブレラ、農業 寡夫、子供なし？ 遺言執行人 不明

2
（衣類、宝飾
品、証券、
現金のみ）

借家（ボルン通） × なし　 × e

18
リェオー、ドミンゴ

（1796）
バルセローナ、不詳

息子 1 人（同業親方：
1808 徴税台帳）、娘 3
人

寡婦 不明 12.5
持ち家（アスクダリェー
ス通）

◎ 7 台／39 ○ a ○

1776 代表役員、
77、85、89 評議
員、81、82 検査
官

工房を持たな
い親方（1771､
81、91） 

19
サフルカダ、サバス
ティアー（1797）

トゥレドス（アラン渓
谷）、農業

息子 1 人、娘 1 人 寡婦 1786 17.5 借家（ムンカダ通） ◎ 9 台／32 ○ a ○

20
アンリック、イジド
ラ（1797）

バルセローナ、ストッ
キング製造親方

息子 2 人、娘 2 人 寡婦 1770 5 持ち家（ムンカダ通） ○ 15 台／80 ○ b ○

1775、80、85、
87 代 表 役 員、
81、84、86、88
評議員

工房を持たな
い親方（1781、
91）

21
ガリーガ、ジャシン
ト（1798）

ビ ア ー ニ ャ 渓 谷（ ジ
ローナ）、農業

息子 2 人、娘 1 人 寡婦 不明 3.5
借家（サン・クガット教
会墓地裏）

× 7 台／86 ○ d ○

22
ガリサンス、マリア

（1799）
リポイ、仲買商人 子供なし

寡夫と遺言
執行人ら

＊親方の
寡婦／妻

23 借家（ムンカダ通） ○ 5 台／37 ○ b ○

23
マイノウ、ナルシス

（1799）
サバデイ、毛織物織元

息子 3 人（長男次男が
同業の職人）、娘 2 人、
妻妊娠中

寡婦と長男
（前妻の子）

1774 2
持ち家（家の一部、マダ
レーナス通）

○ 6 台／50 ○ b ○

24
ビダル、ビセンス

（1800）
トッサ、船主

息子 3 人（長男が同業
親方）、娘 2 人（寡夫）

長男 1789 8.5
持ち家（バルサルネータ
地区）2 軒

× 6 台／30 ○ d ○

25
ヌベイ、ラモン

（1801）
マタロー、水夫

寡夫、息子 1 人、娘 1
人（いずれも未成年）

子の後見人 1771 10 持ち家（アンプラ通）　 ◎ 7 台／30 ○ a ○
1785、87 代表委
員、86、88 評議
員、89 検査官

工房を持たな
い親方（1781）

26
ムロンド、ペラ

（1802）
アルテス、建築親方 息子 1 人 寡婦 ＊非親方 1

寡婦は女子修道院の 1 室
を間借り

× なし × ―

27
コスタ、ジュゼップ

（1801）
バルセローナ、大工 娘 1 人（未成年）　 寡婦 不明 4

借 家（ サ ン・ ペ ラ・ メ
ス・バシュ通）、市内に
持ち家

○ 4 台／24 ○ b ○

28
セーラ、ジュアン

（1803）

バルセローナ、ストッ
キング製造・絹飾り紐
親方

寡夫、息子 1 人 遺言執行人 不明 1
間借り（サン・ペラ・メ
ス・アルト通）

× 2 台 × e

29
カザマダ、ジャウマ

（1803）
バルセローナ、毛織物
織元（非親方）

娘 2 人（長女の婿が同
業親方）

寡婦 1766 8 持ち家（アンプラ通） ○ 6 台／12 ○ b ○
工房を持たな
い親方（1781、
91、1801）

30
ルンドー、クリメン

（1807）
バルセローナ、靴製造
親方

独身？ 姉妹 1783 2
借 家（ サ ン・ ペ ラ・ メ
ス・アルト通）

× なし × e
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16
デル・ソル、シルベ
ストラ（1794）

サンタ・クロマ・グラ
マネ、農業

息子 3 人、娘 4 人 寡婦 不明
32

（妻の財産
を含む）

持ち家（カンビス通）、サ
ンタ・クロマに農家

○
5 台

（自宅外）
○ b ○ 1780、85 評議員

工房持ち親方
（1781、91）

17
パリェス、パウ

（1795）
カブレラ、農業 寡夫、子供なし？ 遺言執行人 不明

2
（衣類、宝飾
品、証券、
現金のみ）

借家（ボルン通） × なし　 × e

18
リェオー、ドミンゴ

（1796）
バルセローナ、不詳

息子 1 人（同業親方：
1808 徴税台帳）、娘 3
人

寡婦 不明 12.5
持ち家（アスクダリェー
ス通）

◎ 7 台／39 ○ a ○

1776 代表役員、
77、85、89 評議
員、81、82 検査
官

工房を持たな
い親方（1771､
81、91） 

19
サフルカダ、サバス
ティアー（1797）

トゥレドス（アラン渓
谷）、農業

息子 1 人、娘 1 人 寡婦 1786 17.5 借家（ムンカダ通） ◎ 9 台／32 ○ a ○

20
アンリック、イジド
ラ（1797）

バルセローナ、ストッ
キング製造親方

息子 2 人、娘 2 人 寡婦 1770 5 持ち家（ムンカダ通） ○ 15 台／80 ○ b ○

1775、80、85、
87 代 表 役 員、
81、84、86、88
評議員

工房を持たな
い親方（1781、
91）

21
ガリーガ、ジャシン
ト（1798）

ビ ア ー ニ ャ 渓 谷（ ジ
ローナ）、農業

息子 2 人、娘 1 人 寡婦 不明 3.5
借家（サン・クガット教
会墓地裏）

× 7 台／86 ○ d ○

22
ガリサンス、マリア

（1799）
リポイ、仲買商人 子供なし

寡夫と遺言
執行人ら

＊親方の
寡婦／妻

23 借家（ムンカダ通） ○ 5 台／37 ○ b ○

23
マイノウ、ナルシス

（1799）
サバデイ、毛織物織元

息子 3 人（長男次男が
同業の職人）、娘 2 人、
妻妊娠中

寡婦と長男
（前妻の子）

1774 2
持ち家（家の一部、マダ
レーナス通）

○ 6 台／50 ○ b ○

24
ビダル、ビセンス

（1800）
トッサ、船主

息子 3 人（長男が同業
親方）、娘 2 人（寡夫）

長男 1789 8.5
持ち家（バルサルネータ
地区）2 軒

× 6 台／30 ○ d ○

25
ヌベイ、ラモン

（1801）
マタロー、水夫

寡夫、息子 1 人、娘 1
人（いずれも未成年）

子の後見人 1771 10 持ち家（アンプラ通）　 ◎ 7 台／30 ○ a ○
1785、87 代表委
員、86、88 評議
員、89 検査官

工房を持たな
い親方（1781）

26
ムロンド、ペラ

（1802）
アルテス、建築親方 息子 1 人 寡婦 ＊非親方 1

寡婦は女子修道院の 1 室
を間借り

× なし × ―

27
コスタ、ジュゼップ

（1801）
バルセローナ、大工 娘 1 人（未成年）　 寡婦 不明 4

借 家（ サ ン・ ペ ラ・ メ
ス・バシュ通）、市内に
持ち家

○ 4 台／24 ○ b ○

28
セーラ、ジュアン

（1803）

バルセローナ、ストッ
キング製造・絹飾り紐
親方

寡夫、息子 1 人 遺言執行人 不明 1
間借り（サン・ペラ・メ
ス・アルト通）

× 2 台 × e

29
カザマダ、ジャウマ

（1803）
バルセローナ、毛織物
織元（非親方）

娘 2 人（長女の婿が同
業親方）

寡婦 1766 8 持ち家（アンプラ通） ○ 6 台／12 ○ b ○
工房を持たな
い親方（1781、
91、1801）

30
ルンドー、クリメン

（1807）
バルセローナ、靴製造
親方

独身？ 姉妹 1783 2
借 家（ サ ン・ ペ ラ・ メ
ス・アルト通）

× なし × e
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総
数
に
つ
い
て
も
、
ギ
ル
ド
の
親
方
資
格
授
与
数
は
一
七
八
九

年
か
ら
一
八
〇
〇
年
代
初
頭
に
頂
点
に
達
し
、
一
七
八
五
年
か
ら

八
九
年
の
ギ
ル
ド
の
会
合
へ
の
出
席
者
（
親
方
の
み
）
を
書
き
出

す
と

（
（2
（

、
一
一
六
人
の
新
た
な
親
方
が
加
入
し
た
一
七
八
九
年
に
、

彼
ら
を
含
め
て
少
な
く
と
も
四
四
六
人
（「
徴
税
台
帳
」
の
六
倍

以
上
の
数
）
が
認
め
ら
れ
た

（
（2
（

。
新
規
親
方
受
け
入
れ
数
が
極
端
に

多
か
っ
た
年
に
も
、
六
〇
リ
ウ
ラ
（
当
時
の
職
人
の
年
収

（
（2
（

の
ほ
ぼ

半
額
）
の
登
録
料
と
五
リ
ウ
ラ
の
手
数
料
は
通
常
通
り
徴
収
し
て

お
り
、
新
規
参
入
に
魅
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、「
工
房
を

持
つ
親
方
が
一
割
に
満
た
ず
残
り
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
て
い

た
」
と
い
う
「
徴
税
台
帳
」
通
り
の
状
況
で
あ
れ
ば
、
同
産
業
へ

の
参
入
が
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的
で
あ
り
え
た
だ
ろ
う
か
。
産
業
化
は

ギ
ル
ド
メ
ン
バ
ー
の
二
極
分
化
と
一
部
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
を
産

む
と
い
う
公
式
を
あ
て
は
め
て
し
ま
う
前
に
、
彼
ら
の
資
本
蓄
積

あ
る
い
は
貧
困
化
の
実
態
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
筆
者
は
考
え
た
。

（
二
）‌�

近
世
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
「
死
後
財
産
目
録
」：
公

証
人
文
書
の
可
能
性

　

こ
の
よ
う
な
公
的
史
料
の
状
況
に
鑑
み
て
、
手
工
業
者
の
生
産

活
動
や
生
活
の
実
態
を
、
個
々
の
手
工
業
者
や
そ
の
家
族
が
遺
し

た
「
死
後
財
産
目
録
」
や
「
遺
言
書
」
な
ど
の
公
証
人
文
書
か
ら

再
現
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い

（
（2
（

。
本
稿
で
は
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
製
造
業
者
の
「
死
後
財
産
目
録
」
を
中
心
史
料
と
し
て
利

用
す
る
が
、
社
会
の
中
層
か
ら
上
層
を
対
象
と
し
た
生
活
水
準
や

物
質
文
化
の
長
期
的
変
化
を
分
析
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
の

多
い
「
死
後
財
産
目
録
」
を
、
生
産
と
販
売
、
投
資
と
い
う
経
済

活
動
の
分
析
に
使
う
こ
と
、
ま
た
、
一
業
種
の
全
体
像
を
（
困
窮

し
た
親
方
を
含
め
て
）
把
握
す
る
た
め
に
使
う
こ
と
の
妥
当
性
に

つ
い
て
、
近
世
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
お
け
る
「
死
後
財
産
目
録
」
の

特
徴
か
ら
検
討
す
る
。

　
「
死
後
財
産
目
録
」
と
は
、
公
証
人
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た

故
人
の
遺
産
の
目
録
で
あ
り
、
遺
さ
れ
た
家
族
や
管
財
人
な
ど
が
、

故
人
の
遺
産
へ
の
法
的
な
権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
公
証
人
に
依

頼
し
て
作
成
す
る
文
書
で
、
作
成
さ
れ
る
場
合
や
含
ま
れ
る
情
報

は
、
各
地
域
の
相
続
に
関
す
る
法
制
度
に
よ
り
異
な
る
。
近
世
カ

タ
ル
ー
ニ
ャ
の
場
合
、
慣
習
法
上
の
規
定
に
よ
っ
て
寡
婦
に
認
め

ら
れ
て
い
た
「
哀
悼
（
喪
）
の
一
年any de plor

」
の
権
利

（
（2
（

を

行
使
す
る
た
め
に
亡
夫
の
財
産
目
録
の
作
成
が
必
要
だ
っ
た
た
め
、

財
産
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
、
妻
が
後
に
遺
さ
れ
、
財
産
に
関
す
る

揉
め
事
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
た

四
二
三
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め
、
死
者
の
中
で
目
録
が
作
成
さ
れ
る
割
合
は
都
市
部
で
は
男
性

で
も
一
割
弱
と
低
い
も
の
の

（
（3
（

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
地
域
と
比
べ
る

と
、
目
録
を
作
成
さ
れ
た
者
の
社
会
的
経
済
的
偏
り
が
少
な
い
の

が
特
徴
で
あ
る

（
（3
（

。
反
面
、
同
じ
理
由
か
ら
、
女
性
の
目
録
が
作
成

さ
れ
る
の
は
稀
で
あ
る
。
ま
た
、
男
子
優
先
の
長
子
単
独
相
続
を

原
則
と
し
た
た
め
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
な
ど
の
分
割
相
続
の
地
域

と
異
な
り
財
産
評
価
額
は
記
さ
れ
な
い
が
、
経
済
的
価
値
の
な
い

も
の
を
含
め
て
全
て
の
動
産
・
不
動
産
・
債
権
が
記
録
さ
れ

（
（3
（

、
動

産
に
つ
い
て
は
材
質
や
色
、
保
存
状
態
も
詳
細
に
記
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
⑴
貧
困
層
を
含
め
た
広
い
社
会
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
可
能
で
あ
る
、
⑵
全
て
の
場
合
に
故
人
の
職
業
・
社
会
的
地
位

が
示
さ
れ
る
、
⑶
動
産
の
み
な
ら
ず
不
動
産
の
全
て
が
記
載
さ
れ
、

現
金
や
約
束
手
形
、
売
掛
金
、
株
式
な
ど
も
記
さ
れ
る
、
⑷
動
産

に
つ
い
て
は
経
済
的
な
価
値
の
な
い
も
の
ま
で
全
て
が
記
録
さ
れ
、

材
質
や
色
、
保
存
状
態
な
ど
の
情
報
を
含
め
て
詳
細
に
記
さ
れ
る
、

⑸
玄
関
か
ら
始
ま
っ
て
部
屋
ご
と
に
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
、
ど

の
引
き
出
し
に
何
が
入
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
情
報
ま
で
含
め
て

記
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
が
近
世
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
「
死
後
財
産
目

録
」
の
特
徴
で
あ
る

（
（3
（

。

　

以
上
の
特
徴
か
ら
、
手
工
業
ギ
ル
ド
の
親
方
層
に
限
る
な
ら
ば

あ
ら
ゆ
る
経
済
状
態
の
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
と
考
え
ら
れ
、

工
房
や
店
舗
の
様
子
が
再
現
で
き
、
生
産
の
道
具
や
商
品
の
在
庫

も
詳
細
に
分
析
可
能
で
あ
る
こ
と
、
手
形
な
ど
の
記
録
な
ど
か
ら

商
品
の
販
売
先
や
資
本
の
投
資
先
が
わ
か
る
こ
と
、
不
動
産
が
記

さ
れ
る
た
め
個
人
の
資
産
の
状
態
を
判
断
し
や
す
い
こ
と
、
生
活

水
準
や
物
質
文
化
を
含
め
て
生
活
の
全
体
像
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

可
能
で
あ
る
こ
と
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
先
に
あ
げ
た
目
的
で
同

史
料
を
利
用
す
る
こ
と
に
は
一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

商
業
書
簡
や
会
計
帳
簿
の
よ
う
に
販
売
先
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
詳

細
や
、
収
入
と
支
出
の
流
れ
、
経
済
活
動
に
お
け
る
当
事
者
の
感

情
な
ど
を
描
き
出
す
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
が

（
（3
（

、
そ
う
し
た
史
料

が
残
っ
て
い
な
い
中
小
規
模
の
製
造
者
を
広
く
対
象
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
強
み
が
あ
る
。
た
だ
し
「
死
後
財
産
目
録
」
の
弱
点
と

し
て
、
目
録
は
い
わ
ば
死
亡
時
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
で
、
生
前

の
経
済
状
態
の
変
化
や
財
産
の
流
れ
を
示
さ
ず
、
高
齢
で
死
去
し

た
場
合
に
は
経
済
活
動
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る

こ
と
、
財
産
の
中
に
は
本
人
が
取
得
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く

継
承
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
常
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

五
二
三
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分
析
対
象
と
す
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
者
と
彼
ら
の

「
死
後
財
産
目
録
」

　

筆
者
は
「
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
公
証
人
文
書
館A

rxiu H
istòric 

de Protocols de Barcelona, A
H

PB

」
所
蔵
の
公
証
人
文
書

の
中
か
ら
、
当
該
時
期
に
活
動
し
た
一
二
〇
人
強
の
公
証
人
の
う

ち
、
先
行
研
究
や
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
調
査
に
よ
り
繊
維
服
飾
に

関
わ
る
手
工
業
者
と
の
付
き
合
い
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
十

五
人
の
公
証
人
の
文
書
を
網
羅
的
に
調
査
し
、
絹
産
業
に
関
わ
る

手
工
業
者
と
そ
の
家
族
の
「
死
後
財
産
目
録
」
一
三
三
件
（
夫
婦

の
目
録
四
件
を
含
む
）
及
び
「
遺
言
書
」
五
三
〇
人
分
を
蒐
集
し

た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
者
と
そ
の

妻
・
寡
婦
の
文
書
（「
死
後
財
産
目
録
」
三
三
件
、「
遺
言
書
」
一

二
七
人
分
）
を
利
用
す
る

（
（3
（

。
対
象
の
時
期
を
一
七
七
〇
年
か
ら
一

八
〇
八
年
と
す
る
の
は
一
つ
に
は
文
書
の
事
情
に
よ
り

（
（3
（

、
も
う
一

つ
に
は
対
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
至
る
度
重
な
る
戦
争
に
よ
る
危
機

を
乗
り
越
え
た
後
、
南
米
植
民
地
の
喪
失
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
変

化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
高
級
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
へ
の
需
要
の
衰

退
か
ら
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
は
産
業
と
し
て
も
ギ
ル
ド
と
し
て

も
存
亡
の
危
機
を
迎
え
る
た
め
で
あ
る

（
（3
（

。
こ
の
と
き
没
落
す
る
者

が
出
る
一
方
、
成
功
し
た
親
方
は
綿
産
業
な
ど
の
他
業
種
に
移
り
、

ギ
ル
ド
は
フ
ラ
ン
ス
国
境
に
近
い
サ
ル
ダ
ー
ニ
ャ
出
身
の
行
商
人

を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
る
な
ど
し
て

（
（3
（

、
再
構
成
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
危
機
へ
の
対
応
と
そ
の
後
の
絹
産
業
に
つ
い
て
は
別
途

議
論
さ
れ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
り

（
（3
（

、
本
稿
で
は
そ
れ
以
前
の
時
期

に
絞
っ
て
分
析
し
た
い
。

　

上
記
の
方
法
で
蒐
集
し
た
「
遺
言
書
」
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造

業
者
七
七
人
分
（
う
ち
、
親
方
で
は
な
い
職
人
八
人
）、
そ
の

妻
・
寡
婦
が
五
〇
人
分
（
う
ち
、
親
方
で
は
な
い
職
人
の
妻
・
寡

婦
が
四
人
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、「
死
後
財
産
目
録
」
は
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
者
二
九
件
（
同
二
件
）、
妻
・
寡
婦
が
四
件

（
同
一
件
）
だ
っ
た
。「
遺
言
書
」
を
蒐
集
で
き
た
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

製
造
業
者
（
男
性
）
七
七
人
の
う
ち
「
財
産
目
録
」
が
確
認
で
き

た
の
は
二
六
人
と
約
三
分
の
一
だ
っ
た
が

（
（4
（

、
こ
れ
は
カ
ス
タ
ニ
ェ

ダ
の
研
究
に
よ
る
手
工
業
者
が
死
後
財
産
目
録
を
作
成
さ
れ
た
比

率
（
三
四
％
）
と
重
な
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
バ
ル
セ

ロ
ー
ナ
の
手
工
業
者
は
部
門
ご
と
の
総
数
が
不
明
で
あ
り
、
社
会

ス
テ
イ
タ
ス
や
経
済
状
況
と
史
料
を
遺
し
た
者
の
相
関
を
検
討
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
遺
言
書
を
遺
し
た
者
の
中
で
財

産
目
録
が
作
成
さ
れ
た
者
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
、「
三

分
の
一
」
の
持
つ
代
表
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

財
産
目
録
と
遺
言
書
が
と
も
に
確
認
で
き
た
二
六
人
を
見
る
と
、

遺
さ
れ
る
妻
が
包
括
相
続
人
に
指
定
さ
れ
て
い
た
の
は
三
件
に
過

六
二
三
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ぎ
ず
、
十
六
件
で
長
男
／
女
（
二
件
は
前
妻
の
子
）
が
包
括
相
続

人
に
指
定
さ
れ
、
う
ち
十
四
件
で
妻
に
は
再
婚
し
な
い
限
り
生
涯

の
財
産
用
益
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
六
件
の
う
ち
二

〇
件
が
寡
婦
の
依
頼
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
た
。
対
照
的
に
、
財

産
目
録
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
五
一
人
を
見
る
と
、
半
数
近
い
二

五
人
は
妻
が
包
括
相
続
人
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
財

産
目
録
が
作
成
さ
れ
る
か
否
か
は
、
亡
夫
の
財
産
へ
の
権
利
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
る
（
相
続
人
に
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
）
寡
婦
の

存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

多
く
が
寡
婦
の
依
頼
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
た
め
、
経
済
的
理
由

で
結
婚
や
再
婚
が
で
き
な
か
っ
た
者
の
目
録
は
少
な
く
、
家
族
に

恵
ま
れ
社
会
的
経
済
的
な
ス
テ
イ
タ
ス
の
あ
る
者
の
目
録
が
遺
さ

れ
や
す
い
傾
向
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
ア
ン
ト
ン
・
フ
ス
テ
ー

の
よ
う
に
遺
言
書
を
遺
さ
ず
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
貧
し
い
職
人

（
2
番
、
名
前
に
添
え
る
参
照
番
号
は
【
付
表
１
】
に
よ
る
）
や

（
（4
（

、

妻
が
用
益
権
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
亡
夫
の
財
産
が
「
ほ
と
ん
ど

借
金
の
担
保
に
入
っ
て
い
て
分
け
ら
れ
る
遺
産
は
ほ
と
ん
ど
な

い
」（
11
番

（
（4
（

）
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
、
必
ず
し
も
富
裕
層

だ
け
に
は
偏
ら
な
い
。
幅
広
い
経
済
状
況
の
故
人
の
財
産
目
録
が

作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
文
書
の
総
頁
数
の
ば
ら
つ
き
か
ら
も
わ
か

り
、
二
九
件
の
男
性
の
目
録
に
つ
き
、
字
の
大
き
さ
を
考
慮
に
入

れ
ず
に
目
録
本
体
（
前
置
き
や
定
型
文
な
ど
を
除
い
た
リ
ス
ト
部

分
）
の
頁
数
を
数
え
る
と
平
均
八
・
六
四
頁
（
中
央
値
は
四
頁
、

親
方
に
限
る
と
五
頁
）
と
な
る
が
、
二
頁
未
満
が
五
人
、
二
〇
頁

以
上
三
〇
頁
未
満
が
二
人
、
三
〇
頁
以
上
が
二
人
で
あ
る
（【
付

表
１
】）。

　

他
方
、
女
性
の
死
後
財
産
目
録
は
稀
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今

回
蒐
集
し
た
妻
及
び
寡
婦
の
四
件
の
目
録
で
、
工
房
の
編
み
機
や

在
庫
、
手
形
な
ど
の
生
産
活
動
に
関
わ
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
た

の
は
一
件
の
み
だ
っ
た

（
（4
（

。
よ
っ
て
、
工
房
の
生
産
活
動
に
焦
点
を

当
て
る
と
い
う
目
的
か
ら
、
今
回
は
二
九
件
の
男
性
の
目
録
に
そ

の
一
件
を
加
え
た
三
〇
件
を
分
析
対
象
と
す
る
。

　

三
〇
件
の
サ
ン
プ
ル
の
概
要
は
【
付
表
１
】
の
通
り
で
あ
る
。

二
七
人
の
親
方
の
中
で
市
内
出
身
者
が
一
八
人
（
不
明
一
人
）
と

三
分
の
二
を
占
め
、
市
外
出
身
者
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
域
内
の
出

身
で
あ
る
こ
と
、
同
じ
ギ
ル
ド
の
親
方
の
息
子
は
三
人
（
兼
業
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
絹
飾
り
紐
ギ
ル
ド
の
親
方
の
息
子
を
含
め
て
五

人
）、
親
方
の
娘
婿
が
一
人
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
、
筆
者
が
こ
れ

ま
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
絹
産
業
ギ
ル
ド
の
特
徴
に
一
致
す
る
。

息
子
や
娘
婿
が
同
業
者
な
の
は
十
件
（
娘
婿
に
よ
る
継
承
が
二

件
）
と
高
い
割
合
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
目
録
が
作
成

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

七
二
三
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章　

‌�「
死
後
財
産
目
録
」
か
ら
見
る
生
産
活
動
の 

実
態

　

本
章
で
は
、「
死
後
財
産
目
録
」
の
中
か
ら
、
住
居
と
仕
事
の

ス
ペ
ー
ス
、
編
み
機
な
ど
仕
事
の
道
具
と
商
品
在
庫
に
注
目
し
、

彼
ら
の
生
産
活
動
の
実
態
を
分
析
す
る
。
具
体
的
に
は
、（
一
）

独
立
自
営
の
親
方
の
割
合
は
「
徴
税
台
帳
」
が
示
す
ほ
ど
少
な
か

っ
た
の
か
、（
二
）
工
房
の
規
模
は
ギ
ル
ド
規
約
が
定
め
る
よ
う

に
小
規
模
で
均
質
だ
っ
た
の
か
、（
三
）
生
産
活
動
に
は
ど
の
よ

う
な
労
働
力
が
用
い
ら
れ
た
の
か
、（
四
）
他
の
繊
維
製
品
と
同

様
に
主
力
は
絹
か
ら
綿
へ
と
移
行
し
た
の
か
、
の
四
点
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
な
お
、
家
族
を
持
ち
相
続
す
る
財
産
が
多
少
な
り
と

も
あ
る
者
の
目
録
が
多
く
作
成
さ
れ
る
傾
向
は
否
め
な
い
た
め
、

数
量
分
析
だ
け
で
な
く
、
史
料
に
描
か
れ
る
実
態
の
質
的
な
分
析

を
重
視
し
た
い
。

（
一
）�

工
房
の
規
模
と
労
働
の
性
格
：
独
立
自
営
の
親
方
の
割

合

　

編
み
機
を
所
有
し
て
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
生
産
す
る
こ
と
と
、
市

内
で
店
を
開
い
て
小
売
り
す
る
こ
と
は
、
ギ
ル
ド
に
所
属
す
る
親

方
と
そ
の
寡
婦
の
み
に
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で

（
（4
（

、
こ
こ
で
は
親
方

で
は
な
い
職
人
二
例
を
除
い
た
二
八
例
か
ら
、
工
房
の
規
模
や
労

働
の
性
格
を
分
析
す
る
。
玄
関
か
ら
順
に
記
さ
れ
て
い
く
「
財
産

目
録
」
の
記
述
か
ら
、
住
居
に
ど
の
よ
う
に
店
舗
や
仕
事
場
が
配

置
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ど
こ
に
編
み
機
な
ど
の
仕
事
の
道
具
や
商

品
在
庫
が
置
か
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
情
報
を
、
編
み
機
の
台
数
、

そ
の
他
の
道
具
、
商
品
と
材
料
の
在
庫
の
有
無
と
合
わ
せ
て
分
析

す
る
。

　

よ
ほ
ど
富
裕
化
し
て
大
き
な
邸
宅
で
商
人
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
た
場
合
と
、
間
借
り
し
て
貧
し
い
職
人
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

た
場
合
を
除
き
、
大
半
の
目
録
の
記
載
がBotiga

（
工
房
兼
店

舗
（
（4
（

）
か
ら
始
ま
る
。
二
箇
所
以
上
の
仕
事
場
が
あ
る
場
合
、
一
箇

所
がBotiga

、
も
う
一
箇
所
はO

brador

（
作
業
場
）
の
よ
う

に
区
別
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
一
階
のBotiga

が
店
舗
と

し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
最
上
階
に
置
か
れ
たO

brador

は

生
産
に
特
化
し
た
作
業
場
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
親
方
の
目
録
に
大
量
の
糸
や
商
品
在
庫
が
記
録
さ
れ

て
い
れ
ば
、
繁
栄
し
た
商
売
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
反

対
に
、
仕
事
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
持
た
ず
、
間
借
り
し
た
部
屋
に
ベ

ッ
ド
と
一
台
の
編
み
機
を
置
き
、
商
品
在
庫
も
持
た
な
い
よ
う
な

親
方
は
、
下
請
け
の
仕
事
を
し
て
暮
ら
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　

以
下
、
二
八
人
の
親
方
の
仕
事
用
の
ス
ペ
ー
ス
と
商
品
・
材
料

八
二
三
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在
庫
の
有
無
か
ら
、
⒜
二
箇
所
以
上
の
仕
事
用
の
ス
ペ
ー
ス
と
商

品
・
材
料
在
庫
を
持
つ
繁
栄
し
た
親
方
、
⒝
工
房
兼
店
舗
一
箇
所

と
商
品
・
材
料
在
庫
を
持
つ
親
方
、
⒞
仕
事
用
の
ス
ペ
ー
ス
と
道

具
は
持
つ
が
商
品
在
庫
を
持
た
な
い
親
方
、
⒟
商
品
在
庫
を
持
つ

が
生
産
活
動
に
特
化
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
持
た
な
い
親
方
、
⒠
生
産

活
動
に
特
化
し
た
ス
ペ
ー
ス
も
商
品
在
庫
も
持
た
な
い
親
方
、
の

五
つ
に
分
類
し
た
の
が
【
付
表
1
】
分
類
①
で
あ
る
。
⒜
と
⒝
は
基

本
的
に
独
立
し
た
工
房
を
持
つ
自
営
の
親
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

（
（4
（

、

⒜
の
七
人
は
⒝
の
十
人
よ
り
大
規
模
な
経
営
を
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
⒞
の
四
人
の
う
ち
、
ギ
ル
ド
の
役
員
経
験
も
あ
る
ア
ル

ク
ス
は
、
息
子
が
す
で
に
同
業
の
親
方
と
な
り
本
人
は
マ
ル
ト
レ

イ
の
別
宅
に
隠
居
し
て
い
た
と
い
う
記
述
か
ら
、
生
産
活
動
か
ら

引
退
し
た
元
独
立
自
営
親
方
と
わ
か
り
、
他
の
三
人
は
有
力
な
親

方
や
商
人
の
た
め
に
生
産
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
⒟
の
二
人

は
、
商
品
在
庫
と
市
場
の
項
で
そ
れ
ぞ
れ
後
述
す
る
よ
う
に
、
卸

売
を
中
心
に
盛
ん
な
生
産
を
行
っ
て
い
た
独
立
自
営
の
親
方
と
考

え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
検
討
の
結
果
、
⒜
か
ら
⒟
ま
で
の
二

三
人
の
う
ち
十
八
人
あ
る
い
は
十
九
人
を
独
立
自
営
と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
⒠
の
五
人
は
、
他
の
親
方
の
工
房
で
職
人
と
し

て
雇
わ
れ
て
い
た
か
、
有
力
な
親
方
や
商
人
の
下
請
け
生
産
を
行

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
サ
ガ
ー
ラ
（
11
番
）
や
ル
ン
ド
ー

（
30
番
）
の
よ
う
に
仕
事
道
具
を
何
も
持
っ
て
い
な
い
者
は
前
者
、

グ
ミ
タ
（
7
番
）
や
セ
ー
ラ
（
28
番
）
の
よ
う
に
一
部
屋
に
間
借

り
し
て
住
み
、
編
み
機
は
所
持
し
て
い
る
が
家
具
や
衣
服
な
ど
は

ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
者
は
後
者
と
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
の
場
合
も

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
し
た
」
と
い
う
表
現
が
ふ
さ
わ
し
い
貧
し
い

親
方
で
あ
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
パ
ウ
・
パ
リ
ェ
ス
（
17
番

（
（4
（

）

は
仕
事
道
具
を
一
切
所
持
し
な
い
が
、
銀
製
の
バ
ッ
ク
ル
や
鬘
の

よ
う
な
奢
侈
品
や
多
く
の
衣
類
を
持
ち
、
ハ
バ
ナ
と
交
易
す
る
会

社
（
（4
（

や
植
民
地
行
き
の
船
に
合
計
千
リ
ウ
ラ
以
上
の
投
資
を
し
、
七

〇
〇
リ
ウ
ラ
以
上
の
現
金
を
所
持
す
る
な
ど
、
貧
困
か
ら
は
程
遠

い
生
活
水
準
に
あ
っ
た
。
彼
は
裕
福
な
親
方
ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
・
サ
バ

テ
ー
・
イ
・
リ
ョ
ピ
ス
（
1
番
）
の
息
子
ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
・
ア
ン
ト

ン
の
家
に
住
み
、
家
主
夫
婦
を
遺
言
執
行
人
に
指
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
サ
バ
テ
ー
家
と
特
別
な
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
親
方
と
し
て
の
経
歴
や
、
サ
バ
テ
ー
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
の
役
割
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
独
立
自
営
の
親
方
に
は

数
え
な
か
っ
た
。

　

仮
に
今
回
対
象
と
し
た
二
八
人
の
う
ち
少
な
く
と
も
十
八
人
が

独
立
し
て
工
房
を
営
ん
で
い
た
と
す
る
と
、「
財
産
目
録
」
の
代

表
性
の
偏
り
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
独
立
自
営
は
一
割
と
す
る

「
徴
税
台
帳
」
が
実
態
か
ら
乖
離
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

九
二
三



史
　
　
　
学

　
第
九
三
巻

　
第
四
号

）

五
四　
（

る
。
所
有
す
る
編
み
機
は
平
均
五
・
四
三
台
で
、
独
立
自
営
と
判

断
し
た
親
方
の
み
で
計
算
す
る
と
七
・
四
二
台
だ
っ
た
。
独
立
自

営
の
親
方
は
お
よ
そ
五
台
以
上
の
編
み
機
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
、

十
台
以
上
の
編
み
機
を
所
有
す
る
者
は
稀
で
、
最
高
で
も
ア
リ
モ

ン
と
ア
ン
リ
ッ
ク
の
十
五
台
だ
っ
た

（
（4
（

こ
と
か
ら
、
概
し
て
小
規
模

な
工
房
が
中
心
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製

造
に
は
糸
の
準
備
か
ら
手
縫
い
に
よ
る
各
パ
ー
ツ
の
縫
製
、
贅
沢

品
に
お
い
て
は
刺
繍
な
ど
、
編
み
機
を
動
か
す
以
外
の
多
く
の
労

働
力
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
編
み
機
の
台
数
だ
け

で
は
生
産
活
動
の
規
模
を
判
断
で
き
な
い
。
そ
の
他
の
道
具
に
着

目
す
る
と
、
編
み
機
を
所
持
し
て
い
た
親
方
の
大
半
は
、
綛
（
か

せ
）
か
ら
糸
を
巻
き
取
る
糸
巻
き
器
や
ボ
ビ
ン
、
成
形
型
、
秤
と

分
銅
な
ど
を
持
ち
、
十
三
人
が
撚
糸
器
を
所
持
し
て
い
た

（
（5
（

。
商
品

棚
や
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
有
無
も
、
工
房
の
生
産
活
動
の
性
格

を
判
断
す
る
有
益
な
情
報
と
な
る
。
以
下
、
幾
つ
か
の
例
か
ら
工

房
の
様
子
を
再
現
し
て
み
た
い
。

（
二
）�

多
様
な
工
房
：
工
房
は
ギ
ル
ド
規
約
が
定
め
る
よ
う
に

小
規
模
で
均
質
だ
っ
た
の
か

　

マ
テ
ウ
・
ト
ー
ラ
ス
（
３
番

（
（5
（

）
は
、
中
世
以
来
の
商
業
・
金
融

の
中
心
で
あ
る
ム
ン
カ
ダ
広
場
に
面
す
る
四
階
建
て
の
持
ち
家
に

住
み
、
そ
の
自
宅
の
一
階
に
はBotiga

（
工
房
兼
店
舗
）
と
台

所
が
、
中
二
階
に
食
堂
が
あ
り
、
二
階
と
三
階
に
は
寝
室
そ
の
他

の
部
屋
が
あ
っ
て
、
四
階
に
はO

brador

（
作
業
場
）
が
あ
っ
た
。

彼
は
ギ
ル
ド
の
名
家
ア
リ
モ
ン
家
の
娘
婿
で
、
飾
り
紐
職
人
も
兼

ね
た
裕
福
な
親
方
で
あ
る
。
一
階
のBotiga

に
は
三
つ
の
ス

ツ
ー
ル
と
一
つ
の
ベ
ン
チ
の
他
、
飾
り
紐
製
作
用
の
作
業
机
、
そ

の
他
い
く
つ
か
の
小
さ
な
道
具
や
秤
が
置
か
れ
、
明
か
り
取
り
の

大
き
な
窓
に
は
「
お
宿
り
の
聖
母
マ
リ
ア
」
の
小
さ
な
祭
壇
を
挟

ん
で
二
つ
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
、
台
所
に
続
く
窓
に
は
九
枚

の
ガ
ラ
ス
の
は
め
ら
れ
た
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
あ
り
、
周
囲
の

壁
に
は
作
り
付
け
の
大
き
な
商
品
棚
と
胡
桃
材
の
蓋
の
つ
い
た
カ

ウ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
。
木
製
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
と
商
品
棚
は

青
く
塗
ら
れ
、
一
部
に
木
の
扉
が
、
他
の
部
分
に
は
大
き
な
ガ
ラ

ス
扉
が
つ
い
て
い
た
。
こ
の
棚
に
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
五
千

足
以
上
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
加
え
、
三
八
〇
ダ
ー
ス
の
帽
子
と
二

千
点
以
上
の
服
飾
小
物
、
品
質
や
産
地
の
異
な
る
色
と
り
ど
り
の

絹
糸
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
十
種
類
以
上
の
タ
フ
タ
の
布
地
が
並

べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
史
料
か
ら
想
像
さ
れ
る
工
房
兼
店
舗
の
様

子
は
ま
る
で
布
地
商
や
モ
ー
ド
商
の
店
舗
の
よ
う
で
あ
り
、
地
元

の
富
裕
層
の
顧
客
を
相
手
す
る
空
間
と
し
て
整
え
ら
れ
て
い
た
と

推
測
で
き
る
。
ま
た
、Botiga

に
続
く
地
下
室
に
は
徒
弟
用
の

〇
三
三



近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

）

五
五　
（

は
生
産
に
特
化
し
た
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ギ
ル
ド
で
最
も
有
力
な
親
方
の
一
人
で
、
中
央
市
場
で
あ
る
ボ

ル
ン
広
場
（【
図
版
２
】）
に
面
し
た
店
を
持
っ
て
い
た
ジ
ュ
ゼ
ッ

プ
・
サ
バ
テ
ー
・
イ
・
リ
ョ
ピ
ス
（
1
番

（
（5
（

）
の
事
例
も
興
味
深
い
。

一
三
三

【
図

版
２】　「

ボ
ル

ン
広

場
」（

1775
年

頃
、

作
者

不
詳

、
バ

ル
セ

ロ
ー

ナ
市

歴
史

博
物

館
所

蔵
）

右
か

ら
４軒

目
に

ス
ト

ッ
キ

ン
グ

販
売

店
が

見
え

る

ベ
ッ
ド
や
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
用
の
二
十
台
の
成
形
型
や
型
押
し
器

が
、
四
階
のO

brador

に
は
五
台
の
編
み
機
と
一
台
の
撚
糸
器
、

糸
巻
き
器
、
残
り
十
五
ダ
ー
ス
の
成
形
型
、
徒
弟
用
の
箪
笥
が
置

か
れ
、
夜
間
に
作
業
す
る
た
め
の
ラ
ン
プ
も
五
つ
あ
っ
て
、
四
階
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五
六　
（

広
場
に
面
し
た
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
あ
るBotiga

は
販
売
に

特
化
し
た
ス
ペ
ー
ス
だ
っ
た
よ
う
で
、
ド
ア
の
外
に
出
し
て
商
品

を
並
べ
る
た
め
の
台
や
ベ
ン
チ
、
商
品
を
掛
け
た
り
外
し
た
り
す

る
た
め
に
使
う
と
思
わ
れ
る
梯
子
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
店
内
の
壁

に
は
聖
母
マ
リ
ア
の
祭
壇
が
嵌
め
込
ま
れ
た
商
品
棚
が
作
り
付
け

に
な
っ
て
い
て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
二
千
五

百
足
以
上
、
加
え
て
帽
子
や
手
袋
な
ど
ほ
ぼ
同
数
の
豊
富
な
在
庫

と
、
様
々
な
色
と
品
質
の
絹
糸
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。
例
外
的
に

店
舗
内
に
四
六
九
五
リ
ウ
ラ
も
の
現
金
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
も
、
繁
盛
し
て
い
た
対
面
で
の
商
売
の
様
子
が
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
店
舗
の
ス
ペ
ー
ス
は
お
そ
ら
く
そ
れ
ほ
ど
広
く
は
な
く
、
編

み
機
十
台
、
撚
糸
器
や
ボ
ビ
ン
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
成
形
型
や
帽

子
用
の
マ
ネ
キ
ン
の
頭
な
ど
は
奥
の
作
業
場
に
置
か
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
仕
事
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
工
房
兼
店
舗
一
箇
所

の
み
だ
っ
た
独
立
自
営
親
方
の
例
と
し
て
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
・
コ
イ

（
13
番

（
（5
（

）
を
見
る
。
彼
は
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
蝋
燭
職
人
の
息
子
で
、

大
聖
堂
の
前
の
所
有
権
の
三
分
の
二
を
持
つ
家
に
住
ん
で
い
た
。

編
み
機
を
七
台
所
有
し
、
仲
間
と
カ
デ
ィ
ス
に
商
品
を
販
売
す
る

た
め
の
会
社
と
倉
庫
を
持
つ
な
ど
、
積
極
的
な
生
産
・
販
売
を
行

っ
て
い
た
。
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
のBotiga

に
は
編
み
機
七
台

（
綿
糸
用
の
二
五
番
が
五
台
、
上
質
の
絹
糸
用
の
三
〇
番
が
二

台
）
の
他
、
糸
巻
き
器
三
台
、
帽
子
を
被
せ
る
マ
ネ
キ
ン
の
頭
が

二
つ
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
成
形
型
が
二
六
台
、
ボ
ビ
ン
や
天
秤
な
ど

の
仕
事
道
具
が
並
び
、
材
料
の
絹
糸
を
入
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー

ブ
ル
と
商
品
在
庫
の
詰
ま
っ
た
木
製
の
箪
笥
、
聖
ア
ン
ト
ニ
オ
の

像
を
収
め
た
古
い
木
製
の
祭
壇
、
六
脚
の
椅
子
と
ベ
ン
チ
が
一
つ

置
か
れ
て
い
た
。
自
宅
に
は
こ
の
他
に
台
所
と
主
寝
室
、
ベ
ッ
ド

の
置
か
れ
て
い
る
部
屋
が
二
部
屋
と
納
戸
が
あ
る
が
、
目
録
本
体

が
五
頁
と
少
な
い
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各
部
屋
に
記
録
さ

れ
て
い
る
モ
ノ
は
非
常
に
少
な
く
、
店
舗
に
も
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド

ウ
や
ガ
ラ
ス
戸
棚
は
み
ら
れ
な
い
。
納
戸
に
は
お
そ
ら
く
徒
弟
か

家
内
奉
公
人
用
と
思
わ
れ
る
ベ
ッ
ド
と
撚
糸
器
が
置
か
れ
て
い
る
。

彼
は
カ
ス
タ
ニ
ェ
ダ
の
生
活
水
準
分
析
に
よ
れ
ば
、
七
段
階
で
下

か
ら
二
番
目
の
「
貧
困
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
道
具
と
商

品
・
材
料
在
庫
だ
け
で
も
推
定
評
価
額
は
三
千
リ
ウ
ラ
を
超
え
、

決
し
て
貧
困
で
は
な
い

（
（5
（

。
所
持
す
る
動
産
の
少
な
さ
は
、
新
し
い

消
費
文
化
の
洗
礼
を
受
け
ず
に
生
産
と
販
売
に
集
中
し
て
投
資
す

る
古
い
タ
イ
プ
の
親
方
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
質
実
剛
健
な

暮
ら
し
に
は
蝋
燭
職
人
の
息
子
と
い
う
出
身
家
庭
の
文
化
が
影
響

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
モ
レ
ノ
は
農
村
部
で
は
資
産
が
家
畜
や

農
具
に
投
資
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
都
市
部
で
は
贅
沢
品
の
消
費

に
向
け
ら
れ
る
と
述
べ
る
が

（
（5
（

、
都
市
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
ス
テ

二
三
三



近
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五
七　
（

レ
オ
タ
イ
プ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
親
方
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
生
産
活
動
に
特
化
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
持
た
な
い
独
立
自

営
の
親
方
の
例
を
見
る
。
サ
ン
・
ク
ガ
ッ
ト
教
会
の
墓
地
の
側
の

借
家
に
住
ん
で
い
た
ジ
ャ
シ
ン
ト
・
ガ
リ
ー
ガ
（
21
番

（
（5
（

）
は
、
七

台
の
編
み
機
を
所
有
し
て
い
た
が
、
家
に
は
玄
関
か
ら
入
っ
て
す

ぐ
の
台
所
の
他
に
二
部
屋
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
ひ
と
部
屋
に
捺

染
綿
布
の
カ
ー
テ
ン
で
覆
わ
れ
た
金
彩
の
豪
華
な
ベ
ッ
ド
や
、
胡

桃
材
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク

（
（5
（

が
置
か
れ
、
も
う
ひ
と
つ
の
部
屋

に
七
台
の
編
み
機
、
撚
糸
器
や
成
形
型
、
商
品
の
入
っ
た
二
竿
の

箪
笥
と
粗
末
な
ベ
ッ
ド
、
屏
風
、
テ
ー
ブ
ル
二
つ
と
椅
子
が
六
脚
、

ベ
ン
チ
二
台
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
。
台
所
に
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル

は
な
く
、
後
者
の
部
屋
が
私
的
な
生
活
と
社
交
、
生
産
、
販
売
の

全
て
を
行
う
空
間
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
様
に
、
ビ
セ
ン
ス
・
ビ
ダ
ル
（
24
番

（
（5
（

）
も
、
浜
に
近
い
バ
ル

サ
ル
ネ
ー
タ
地
区
の
広
い
持
ち
家
に
住
ん
で
い
た
が
、
自
宅
に
生

産
や
販
売
に
特
化
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
持
た
な
か
っ
た
。
彼
の
目
録

を
見
る
と
、
胡
桃
材
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
と
二
台
の
ベ
ッ
ド

が
置
か
れ
た
広
間
に
、
撚
糸
器
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
成
形
型
な
ど
が

置
か
れ
、
糸
巻
き
器
は
ワ
イ
ン
樽
の
横
に
あ
る
。
五
台
の
編
み
機

は
別
の
広
間
（
椅
子
が
二
六
脚
あ
る
こ
と
か
ら
広
さ
が
推
測
さ
れ

る
）
に
置
か
れ
、
そ
の
広
間
の
整
理
箪
笥
に
商
品
在
庫
と
自
家
用

の
ハ
ウ
ス
リ
ネ
ン
が
一
緒
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
二
人
は
、
ガ
リ
ー
ガ
は
綿
産
業
が
勃
興
し
て
い
た
カ
タ

ル
ー
ニ
ャ
内
陸
部
ウ
ロ
ッ
ト
近
く
の
ビ
ア
ー
ニ
ャ
渓
谷
の
農
家
、

ビ
ダ
ル
は
地
中
海
沿
岸
の
漁
師
町
ト
ッ
サ
の
船
主
の
息
子
で
、
い

ず
れ
も
新
規
参
入
し
た
親
方
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
ら

の
商
品
在
庫
か
ら
は
か
な
り
大
規
模
な
生
産
の
実
態
が
わ
か
り
、

仕
事
場
の
様
子
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
地
元
の
顧
客
へ
の
対
面

販
売
で
は
な
く
、
当
初
か
ら
遠
隔
地
市
場
の
み
を
念
頭
に
置
い
た

生
産
を
行
っ
て
い
た
と
予
想
で
き
る
。

（
三
）�

労
働
の
組
織
：
生
産
に
は
ど
の
よ
う
な
労
働
力
が
用
い

ら
れ
た
の
か

　

以
上
の
よ
う
な
工
房
の
様
子
か
ら
は
、
同
じ
ギ
ル
ド
に
属
し
、

所
有
す
る
編
み
機
の
台
数
が
同
程
度
で
あ
っ
て
も
、
生
産
の
形
態

や
職
業
文
化
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
続
い
て
、

生
産
活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
労
働
力
を
利
用
し
て
い
た
の
か
、

労
働
の
組
織
に
関
わ
る
記
述
を
探
し
て
み
た
い
。
ギ
ル
ド
規
約
に

よ
れ
ば
、
親
方
は
一
人
か
ら
二
人
の
住
み
込
み
の
徒
弟
を
お
き
、

そ
の
他
に
徒
弟
修
行
を
終
え
た
職
人
を
雇
っ
て
生
産
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
徒
弟
と
職
人
お
よ
び
親
方
の
家
族
以
外
の
者
が
生
産
に

携
わ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た

（
（5
（

。
こ
の
規
約
が
守
ら
れ
て
い
た

三
三
三
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八　
（

な
ら
ば
、
ギ
ル
ド
に
属
す
る
親
方
の
工
房
で
の
生
産
は
概
ね
小
規

模
で
均
質
で
あ
っ
た
事
に
な
る
が
、
実
際
に
は
こ
れ
に
反
す
る
記

述
が
散
見
さ
れ
る
。

　

編
み
機
十
五
台
を
所
持
し
て
い
た
ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
・
ア
リ
モ
ン

（
15
番

（
（6
（

）
は
、
代
々
絹
の
飾
り
紐
製
造
を
兼
業
す
る
有
力
な
親
方

で
、
一
七
六
九
年
に
は
「
王
権
特
認
工
場
（
フ
ァ
ブ
リ
カ
・
レ
ア

ル
）」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
雇
用
に
つ
い
て
の
ギ
ル
ド
規
約
の

制
限
を
免
れ
る
特
権
を
得
て
い
た
。
た
だ
、
特
認
を
王
権
に
要
請

す
る
文
書
で
「
工
場
に
は
編
み
機
を
十
七
台
所
持
し
、
九
〇
人
以

上
を
雇
っ
て
い
る

（
（6
（

」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
か
ら

ギ
ル
ド
外
の
労
働
力
を
多
数
雇
用
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
兼

業
の
親
方
で
も
工
房
で
雇
え
る
徒
弟
は
合
計
四
人
ま
で
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
九
〇
人
の
働
き
手
が
全
て
規
定
に
沿
っ
た
徒
弟
修
行

を
終
え
た
職
人
だ
っ
た
と
は
考
え
難
い
か
ら
で
あ
る
。
目
録
に
よ

れ
ば
十
五
台
の
編
み
機
は
全
て
六
階
の
作
業
場
に
置
か
れ
て
い
る

が
、
一
部
屋
に
九
〇
人
が
働
い
て
い
た
と
考
え
る
の
も
無
理
が
あ

り
、
生
産
活
動
の
一
部
（
お
そ
ら
く
縫
製
や
刺
繍
）
は
下
請
け
や

内
職
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
ア

リ
モ
ン
の
例
か
ら
は
、
大
規
模
親
方
が
効
率
的
な
生
産
を
目
指
す

と
き
、
編
み
機
一
台
あ
た
り
に
、
工
房
外
で
の
仕
事
を
含
め
て
五

人
程
度
の
労
働
力
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

ま
た
、
先
に
工
房
の
様
子
を
見
た
Ｍ
・
ト
ー
ラ
ス
の
目
録
の
長

い
商
品
在
庫
リ
ス
ト
に
は
、
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
並

級
の
麻
糸
の
男
性
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
四
ダ
ー
ス
、
国
内
で
一
リ
ブ

ラ
あ
た
り
十
五
ソ
ウ
の
手
間
賃
を
払
っ
て
作
ら
せ
た
も
の
、
計
二

二
リ
ブ
ラ
四
オ
ン
ス
」「
並
級
の
麻
糸
の
女
性
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

七
ダ
ー
ス
と
二
足
、
一
リ
ブ
ラ
あ
た
り
十
五
ソ
ウ
の
手
間
賃
を
払

っ
て
作
ら
せ
た
も
の
、
計
三
〇
リ
ブ
ラ
一
〇
オ
ン
ス

（
（6
（

」
な
ど
、
手

間
賃
を
払
い
生
産
さ
せ
て
い
た
手
編
み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
販
売
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
記
述
で
あ
る
。
手
間
賃
を
計
算
す
る
と
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
一
足
あ
た
り
〇
・
三
か
ら
〇
・
三
五
リ
ウ
ラ
（
他
の
箇

所
に
書
か
れ
て
い
た
上
級
品
で
そ
の
二
倍
程
度
）
と
非
常
に
安
価

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
内
職
が
農
村
に
お
け
る
貧
し
い
女
性
の
副
業

の
ひ
と
つ
と
し
て
成
立
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ひ

と
月
あ
た
り
の
収
入
を
試
算
す
る
と
、
ほ
ぼ
「
捨
て
子
養
育
院
」

が
乳
母
に
払
っ
た
賃
金
と
同
じ
で
あ
る

（
（6
（

。
そ
の
他
、「
サ
ン
・
フ

ァ
リ
ウ
・
ダ
・
パ
リ
ャ
ロ
ル
ス
製
の
黒
い
梳
毛
の
男
性
用
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
八
ダ
ー
ス
九
足
」「
ウ
ロ
ッ
ト
製
の
縞
模
様
の
梳
毛
の
男

性
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
三
ダ
ー
ス
一
足
」
な
ど
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
内

陸
部
で
生
産
さ
れ
た
製
品
だ
け
で
な
く
、「
イ
ギ
リ
ス
製
の
機
械

編
み
グ
レ
ー
の
梳
毛
の
男
性
用
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
一
級
品
十
足
」

「
フ
ラ
ン
ス
製
の
機
械
編
み
グ
レ
ー
の
梳
毛
の
男
性
用
ス
ト
ッ
キ

四
三
三



近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

）

五
九　
（

ン
グ
一
級
品
二
四
足
」
な
ど
、
在
庫
リ
ス
ト
に
は
輸
入
品
も
並
ん

で
い
る

（
（6
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
繁
栄
し
て
い
た
親
方
た
ち
の
中
に
は
、
自
工
房

内
で
の
生
産
品
だ
け
で
な
く
、
本
来
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
下
請
け

や
内
職
な
ど
の
労
働
力
を
利
用
し
て
生
産
し
た
製
品
を
販
売
す
る

者
や
、
商
人
の
よ
う
に
、
販
売
す
る
商
品
を
仕
入
れ
て
い
る
者
が

い
た
。
十
台
を
超
え
る
編
み
機
を
所
持
し
大
規
模
に
生
産
を
展
開

し
て
い
た
親
方
に
は
、
当
然
ギ
ル
ド
外
の
労
働
力
を
利
用
す
る
割

合
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
所
持
す
る
編
み
機
の
台
数
に
比
し

て
多
く
の
商
品
在
庫
を
持
っ
て
い
る
場
合
や
、
商
品
在
庫
が
非
常

に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
場
合
は
、
内
職
で
の
生
産
品
や
購

入
し
た
商
品
を
販
売
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ュ
ア
ン
・
フ
ァ
ル
ガ
ス
（
10
番

（
（6
（

）
の
よ
う

に
、Botiga

と
台
所
の
他
に
部
屋
が
一
つ
と
い
う
借
家
に
住
み
、

編
み
機
を
三
台
し
か
所
持
せ
ず
、
商
品
在
庫
の
全
て
が
絹
製
で
種

類
も
限
ら
れ
て
い
る
場
合

（
（6
（

、
お
そ
ら
く
親
方
自
身
と
せ
い
ぜ
い
一

人
の
職
人
に
よ
っ
て
生
産
が
担
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
フ

ァ
ル
ガ
ス
の
「
財
産
目
録
」
に
は
、
妻
を
亡
く
し
娘
は
ま
だ
三
歳

と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
、
家
族
の
労
働
も
期
待
で
き
ず
、
徒
弟

用
の
部
屋
や
ベ
ッ
ド
も
な
い
。
回
収
す
べ
き
債
務
と
し
て
、
同
業

親
方
の
ジ
ュ
ア
ン
・
バ
ル
バ
に
六
四
〇
リ
ウ
ラ
、
職
人
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
バ
リ
ア
ッ
ト
に
六
〇
リ
ウ
ラ
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
前
者

は
商
品
の
納
入
に
伴
う
も
の
、
後
者
は
工
房
で
雇
っ
て
い
た
職
人

へ
の
賃
金
の
前
払
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

在
庫
は
下
請
け
生
産
品
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
編
み
機
を
使
っ
て
編
む
以
外
の
製
造
工
程
を
考
え
る
と
、

縫
製
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
が
、
以
前
に

調
査
し
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
の
絹
撚
糸
親
方
の
娘
フ
ラ
ン
シ
ス

カ
・
マ
ス
カ
ロ
ー
の
「
結
婚
契
約
書
」
に
、
長
年
の
家
内
奉
公
や

「
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
縫
製
の
針
仕
事
で
稼
い
だ
」
持
参
財
を
持
っ

て
結
婚
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

（
（6
（

、
市
内
の
女
性
の

内
職
に
よ
っ
て
請
け
負
わ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
規
模
な
工
房
で
は
親
方
の
妻
や
娘
な
ど
が
担
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
刺
繍
に
つ
い
て
は
、
一
七
八
四
年

か
ら
八
五
年
の
ギ
ル
ド
と
商
業
評
議
会
と
の
や
り
取
り
の
中
に
、

「
リ
マ
風
」
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
刺
繍
を
教
え
る
た
め
の
学
校
を
ギ

ル
ド
が
設
立
し
、
三
〇
人
か
ら
四
〇
人
の
少
女
が
六
ヶ
月
間
の

コ
ー
ス
で
学
ん
で
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る

（
（6
（

。
女
性
は
編
み
機
に

よ
る
生
産
か
ら
は
排
除
さ
れ
、
ギ
ル
ド
の
徒
弟
修
行
の
対
象
に
も

な
ら
な
か
っ
た
が
、「
女
性
ら
し
い

（
（6
（

」
と
考
え
ら
れ
た
刺
繍
は
ギ

ル
ド
が
積
極
的
に
職
業
訓
練
を
施
し
、
女
性
労
働
力
を
利
用
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

五
三
三
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以
上
の
よ
う
に
、
ギ
ル
ド
に
属
す
る
親
方
の
工
房
で
の
生
産
活

動
に
お
い
て
「
ギ
ル
ド
規
約
」
は
必
ず
し
も
遵
守
さ
れ
て
お
ら
ず
、

工
房
の
規
模
も
労
働
の
組
織
も
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
規
模
な
工
房
で
は
ギ
ル
ド
外
の
労
働
力
も
当
然
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
安
価
な
女
性
の
労
働
が
利
用
さ
れ
て
い

た
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
四
）�

商
品
在
庫
：
主
力
商
品
は
絹
か
ら
綿
へ
と
移
行
し
た
の

か

　

こ
こ
ま
で
も
参
照
し
て
き
た
よ
う
に
、
微
細
に
わ
た
る
商
品
在

庫
の
記
述
は
、
親
方
た
ち
の
生
産
活
動
を
考
え
る
上
で
大
き
な
ヒ

ン
ト
と
な
る
。【
付
表
２
】
は
在
庫
を
所
持
し
て
い
た
十
九
人
の

親
方
（
寡
婦
／
妻
マ
リ
ア
・
ガ
リ
サ
ン
ス
を
含
む
）
に
つ
い
て
、

財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
た
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
在
庫
の
総
数
と
、

繊
維
ご
と
の
数
、
異
な
る
種
類
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
た
種
類
の

数
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
以
外
の
商
品
在
庫
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
全
体
と
し
て
在
庫
の
総
数
に
は
か
な
り
の
幅
が
あ
る
が
、
死

亡
時
に
千
足
を
超
え
る
大
き
な
商
品
在
庫
を
持
つ
親
方
が
少
な
か

ら
ず
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ズ
が
パ
リ

で
最
大
規
模
の
帽
子
屋
の
例
と
し
て
、
サ
ン
ト
ノ
レ
街
の
ピ
エ
ー

ル
・
ガ
ル
ニ
エ
の
財
産
目
録
（
一
七
七
一
年
）
の
「
三
九
九
四
足

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
含
む
五
八
七
一
品
と
い
う
厖
大
な
在
庫

（
（7
（

」
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
と
比
較
し
て
も
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
大
規

模
生
産
者
の
在
庫
が
そ
れ
と
競
う
規
模
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

絹
製
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
価
格
が
男
性
用
の
並
級
製
品
で
お
よ
そ
二

リ
ウ
ラ
、「
リ
マ
風
」
の
刺
繍
入
り
最
高
級
品
は
五
リ
ウ
ラ
の
値

を
つ
け
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と

（
（7
（

、
在
庫
の
価
値
が
理
解
で
き
る
。

な
お
、「
死
後
財
産
目
録
」
と
い
う
史
料
の
性
質
か
ら
、
在
庫
の

少
な
い
親
方
の
生
前
の
生
産
規
模
が
必
ず
し
も
小
さ
か
っ
た
と
は

言
え
な
い
が
、
多
く
の
在
庫
が
記
録
さ
れ
て
い
る
親
方
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
生
前
の
工
房
の
生
産
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
前
提
に
立
ち
、
比
較
的
在
庫
総
数
の
多
い
親
方
の

商
品
在
庫
の
傾
向
を
見
る
と
、
絹
だ
け
で
な
く
ウ
ー
ル
や
木
綿
、

麻
な
ど
多
様
な
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
在
庫
を
広
く
所
持
し
て
い
た
親

方
（
サ
バ
テ
ー
・
イ
・
リ
ョ
ピ
ス
、
Ｍ
・
ト
ー
ラ
ス
、
ア
リ
モ
ン
、

サ
フ
ル
カ
ー
ダ
等
）
と
、
絹
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
在
庫
を
中
心
に

所
持
し
た
親
方
（
ビ
ラ
ル
ダ
ガ
、
コ
イ

（
（7
（

、
リ
ェ
オ
ー
、
ア
ン
リ
ッ

ク
、
ヌ
ベ
イ
等
）
の
大
き
く
分
け
て
2
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在
し
た

こ
と
が
わ
か
る
（【
付
表
２
】
参
照
。
以
下
、
個
々
の
親
方
に
つ

い
て
は
【
付
表
１
】
と
共
通
の
番
号
を
使
用
）。
前
者
の
中
で
サ

バ
テ
ー
・
イ
・
リ
ョ
ピ
ス
、
Ｍ
・
ト
ー
ラ
ス
、
ア
リ
モ
ン
の
三
人



近
代
揺
籃
期
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バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
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（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
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上
）

）
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は
、
先
の
工
房
の
様
子
や
労
働
の
組
織
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
ギ

ル
ド
外
の
労
働
力
の
利
用
に
よ
る
生
産
や
購
入
と
い
っ
た
多
様
な

手
段
に
よ
り
豊
富
な
在
庫
を
揃
え
、
モ
ー
ド
商
の
よ
う
な
商
売
の

展
開
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
親
方
で
あ
る

（
（7
（

。
他
方
、
後
者
の

絹
製
品
を
中
心
に
生
産
し
た
者
は
、
刺
繍
入
り
の
高
級
品
や
特
定

の
色
や
柄
の
製
品
に
特
化
し
、
あ
る
い
は
シ
ェ
ブ
ロ
ン
柄
（
山
型

の
ジ
グ
ザ
グ
縞
模
様
）
な
ど
独
自
の
製
品
を
所
持
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
プ
・
ビ
ラ
ル
ダ
ガ
（
8
番

（
（7
（

）
の
在
庫
は
一
九
五

六
足
の
う
ち
一
六
二
〇
足
が
刺
繍
入
り
で
、
合
わ
せ
て
撚
糸
済
み

絹
糸
六
七
リ
ブ
ラ
、
染
色
さ
れ
た
太
糸
八
〇
リ
ブ
ラ
、
染
色
さ
れ

た
上
質
の
細
糸
四
六
リ
ブ
ラ
の
在
庫
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

製
品
も
大
半
が
色
物
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ド
ミ
ン
ゴ
・
リ
ェ

オ
ー
（
18
番

（
（7
（

）
の
在
庫
は
七
〇
二
足
の
ほ
と
ん
ど
が
真
珠
色
の
絹

製
（
他
に
黒
九
七
足
、
白
十
三
足
、
不
明
が
四
五
足
）
で
、
三
一

二
足
は
刺
繍
入
り
、
一
〇
六
足
は
刺
繍
済
み
で
未
縫
製
、
一
〇
二

足
は
「
刺
繍
も
縫
製
も
さ
れ
て
い
な
い
」
も
の
、
残
り
一
八
二
足

が
無
地
の
完
成
品
だ
っ
た
。
一
九
三
二
足
の
す
べ
て
が
絹
製
品
だ

っ
た
イ
ジ
ド
ラ
・
ア
ン
リ
ッ
ク
（
20
番

（
（7
（

）
の
在
庫
に
刺
繍
入
り
は

な
か
っ
た
が
、
六
〇
〇
足
が
シ
ェ
ブ
ロ
ン
柄

（
（7
（

、
三
六
〇
足
は
縞
模

様
だ
っ
た
。
彼
ら
の
在
庫
は
一
種
類
の
製
品
の
在
庫
数
が
多
く
、

次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
地
元
の
顧
客
向
け
と
い
う
よ
り
は
、

卸
売
り
や
植
民
地
市
場
向
け
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
本
章
の
四
つ
目
の
疑
問
に
答
え
る
な
ら
ば
、
布
地
商

（botiguer de teles

）
の
在
庫
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

（
（7
（

、
絹
か
ら
木

綿
へ
と
い
う
移
行
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
は
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
当

該
時
期
に
多
く
の
親
方
に
と
っ
て
主
力
商
品
は
絹
の
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
で
あ
り
続
け
、
木
綿
製
品
を
大
規
模
に
扱
っ
た
の
は
特
定
の
生

産
者
（
サ
フ
ル
カ
ー
ダ
、
ガ
リ
ー
ガ
、
ビ
ダ
ル
）
に
限
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の

場
合
に
綿
糸
と
絹
糸
は
同
じ
機
械
で
編
む
こ
と
が
で
き
ず
、
木
綿

製
品
を
生
産
す
る
た
め
に
は
編
み
機
導
入
の
初
期
投
資
が
必
要
だ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
木
綿
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
内
陸
部
の
ウ
ロ
ッ
ト
に
半
島
随
一
の
生

産
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
た
他

（
（7
（

、
フ
ラ
ン
ス
国
境
に
近
い
ギ
ル
ス

（
サ
ル
ダ
ー
ニ
ャ
）
に
マ
ド
リ
ー
ド
在
住
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
商

人
ペ
ド
ロ
・
カ
ル
ベ
ッ
ト
に
よ
る
「
王
権
特
認
工
場
」
設
立
の
試

み
が
あ
っ
た
こ
と

（
（8
（

、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
近
郊
サ
ン
・
タ
ン
ド
レ
ウ
に

フ
ラ
ン
ス
人
親
方
ヴ
ィ
ラ
レ
に
よ
る
工
場
が
設
立
さ
れ
た
こ
と

（
（8
（

、

ジ
ロ
ー
ナ
の
「
救
貧
院
」
に
綿
紡
績
と
木
綿
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造

工
場
が
設
け
ら
れ
、
大
規
模
な
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た

（
（8
（

。
そ
の
た

め
、
ギ
ル
ド
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
な
か
っ
た
綿
布
生
産
と
は
異

な
り
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
は
ギ
ル
ド
に
属
す
る
親
方
に
数



史
　
　
　
学

　
第
九
三
巻

　
第
四
号

）

六
二　
（
八
三
三

【付表 2 】　ストッキング製造親方の工房の商品在庫（計 19 人、「死後財産目録」より　　　　　　　　　　　　　　筆者作成）

付表 １
対応
番号

親方の名前
（死後財産目録作成年）
＊は飾り紐親方を兼業

材料とする繊維ごとの在庫ストッキングの数（足数）

ストッキングの種類
ストッキング以外の
商品の在庫数合計 絹

左記のう
ち、刺繍
入り

ウール、
梳毛

木綿
亜麻・
麻など

1 サバテー・イ・リョピス（1772） 2,505 534 50 1,574 159 238 82 2,364

同上（1790、寡婦の死亡時）（1） 2,509 857 651 1,421 106 125 61 729

3 M. トーラス（1776）＊ 5,316 427 115 2,916 397 1,576 90 6,818

8 ビラルダガ（1790） 1,956 1,956 1,620 0 0 0 6 0

9 J. トーラス（1791）＊ 48 48 0 0 0 0 2 0

10 ファルガス（1791） 206 206 24 0 0 0 7 0

13 コイ（1793） 614 614 12 0 0（2） 0 8 66

14 トゥレンツ（1793） 360 360 12 0 0 0 6 57

15 アリモン（1794）＊ 2,199 565 0 1,255 142 237 57 1,794

16 デル・ソル（1794） 565 565 106 0 0 0 11 221

18 リェオー（1796） 702 702 418 0 0 0 27 64

19 サフルカダ（1797） 16,500 2,974 144 3,465 9,577 484 89 1,731

20 アンリック（1797） 1,932 1,932 0 0 0 0 8 129

21 ガリーガ（1798） 1,586 0 0 0 1,586 0 10 510

22 ガリサンス（1799） 234 234 0 0 0 0 32 70

23 マイノウ（1799） 315 315 0 0 0 0 2 0

24 ビダル（1800） 1,320 600 0 0 720 0 3 0

25 ヌベイ（1801） 612 612 132 0 0 0 27 22

27 コスタ（1801） 48 48 0 0 0 0 2 0

29 カザマダ（1803） 432 432 0 0 0 0 4 0

計 37,450 13,124 2,633 9,210 12,581 2,535 13,846

（%） 100% 35.03% 24.59% 33.59% 6.77%

（1）　サバテー・イ・リョピスの 1990 年の目録の情報は合計に入れていない。
（2）　コイの木綿製品の在庫については註（72）を参照。

十
台
の
編
み
機
を
擁
す
る
工
場
と
競
争
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
く
、

技
術
と
セ
ン
ス
を
要
す
る
奢
侈
品
で
あ
る
絹
製
品
を
中
心
に
生
産

し
続
け
た
の
だ
ろ
う
。

　

木
綿
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
大
量
に
生
産
し
て
い
る
三
人
の
う
ち

二
人
は
、
先
に
言
及
し
た
新
規
参
入
の
親
方
で
、
も
う
ひ
と
り
の

サ
バ
ス
テ
ィ
ア
ー
・
サ
フ
ル
カ
ー
ダ
（
19
番

（
（8
（

）
は
フ
ラ
ン
ス
国
境

に
近
い
ア
ラ
ン
渓
谷
の
集
落
ト
ゥ
レ
ド
ス
の
農
家
の
息
子
で
あ
る
。

サ
フ
ル
カ
ー
ダ
の
「
目
録
」
に
よ
る
と
、
彼
は
絹
の
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
編
み
機
七
台
（
細
い
絹
糸
用
の
三
〇
番
が
一
台
、
他
は
並
級
用

の
二
五
番
と
二
六
番
で
、
う
ち
一
台
は
シ
ェ
ブ
ロ
ン
編
み
用
）
に

加
え
、
フ
ラ
ン
ス
製
の
木
綿
用
十
八
番
の
編
み
機
を
二
台
所
持
し
、

兄
弟
ら
と
共
同
経
営
し
て
い
た
綿
紡
績
工
場
に
二
五
〇
〇
リ
ウ
ラ

の
投
資
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
様
な
商
品
在
庫
に
は
手
編
み
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
や
、
帽
子
や
ヘ
ア
ネ
ッ
ト
な
ど
の
小
物
も
散
見
さ
れ
、

お
そ
ら
く
工
房
の
生
産
品
だ
け
で
な
く
農
村
で
の
手
編
み
商
品
な

ど
も
仕
入
れ
て
販
売
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
綿
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
の
生
産
に
参
入
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
、
原
材
料
（
と
き

に
は
完
成
品
）
の
供
給
や
製
品
の
販
路
に
特
別
な
見
込
み
が
あ
る

親
方
に
限
ら
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
下
）
に
続
く
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【付表 2 】　ストッキング製造親方の工房の商品在庫（計 19 人、「死後財産目録」より　　　　　　　　　　　　　　筆者作成）

付表 １
対応
番号

親方の名前
（死後財産目録作成年）
＊は飾り紐親方を兼業

材料とする繊維ごとの在庫ストッキングの数（足数）

ストッキングの種類
ストッキング以外の
商品の在庫数合計 絹

左記のう
ち、刺繍
入り

ウール、
梳毛

木綿
亜麻・
麻など

1 サバテー・イ・リョピス（1772） 2,505 534 50 1,574 159 238 82 2,364

同上（1790、寡婦の死亡時）（1） 2,509 857 651 1,421 106 125 61 729

3 M. トーラス（1776）＊ 5,316 427 115 2,916 397 1,576 90 6,818

8 ビラルダガ（1790） 1,956 1,956 1,620 0 0 0 6 0

9 J. トーラス（1791）＊ 48 48 0 0 0 0 2 0

10 ファルガス（1791） 206 206 24 0 0 0 7 0

13 コイ（1793） 614 614 12 0 0（2） 0 8 66

14 トゥレンツ（1793） 360 360 12 0 0 0 6 57

15 アリモン（1794）＊ 2,199 565 0 1,255 142 237 57 1,794

16 デル・ソル（1794） 565 565 106 0 0 0 11 221

18 リェオー（1796） 702 702 418 0 0 0 27 64

19 サフルカダ（1797） 16,500 2,974 144 3,465 9,577 484 89 1,731

20 アンリック（1797） 1,932 1,932 0 0 0 0 8 129

21 ガリーガ（1798） 1,586 0 0 0 1,586 0 10 510

22 ガリサンス（1799） 234 234 0 0 0 0 32 70

23 マイノウ（1799） 315 315 0 0 0 0 2 0

24 ビダル（1800） 1,320 600 0 0 720 0 3 0

25 ヌベイ（1801） 612 612 132 0 0 0 27 22

27 コスタ（1801） 48 48 0 0 0 0 2 0

29 カザマダ（1803） 432 432 0 0 0 0 4 0

計 37,450 13,124 2,633 9,210 12,581 2,535 13,846

（%） 100% 35.03% 24.59% 33.59% 6.77%

（1）　サバテー・イ・リョピスの 1990 年の目録の情報は合計に入れていない。
（2）　コイの木綿製品の在庫については註（72）を参照。
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註（
1
）　

バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
絹
産
業
と
産
業
化
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
る

と
き
、
十
八
世
紀
半
ば
の
初
期
発
展
期
の
捺
染
綿
布
製
造
業
に
、

布
地
商
や
登
録
商
人
と
並
ん
で
多
く
の
ベ
ー
ル
織
や
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
製
造
と
い
っ
た
絹
を
扱
う
手
工
業
ギ
ル
ド
の
親
方
が
企
業
家
と

し
て
参
加
し
、
蓄
積
さ
れ
た
資
本
が
流
入
し
た
こ
と
と
、
こ
れ
ら

の
ギ
ル
ド
が
多
く
の
熟
練
労
働
力
を
紡
績
や
織
布
を
含
め
た
綿
産

業
に
提
供
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
（
山
道
二

〇
一
四
「
ギ
ル
ド
社
会
に
お
け
る
職
業
と
家
族
―
産
業
革
命
前
夜

の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
お
け
る
絹
産
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
一
七
年
）

―
」『
ス
ペ
イ
ン
史
研
究
』
二
八
号
、
六
四
―
六
五
頁
）。
絹
産
業

親
方
出
身
の
企
業
家
の
具
体
例
や
両
産
業
間
の
資
本
の
移
動
に
つ

い
て
は
、T

hom
son, J. K

. J. （1992
）, A
 D

istinctive Industri-
alization. Cotton in Barcelona 1728-1832, Cam

bridge: 
Cam

bridge U
niversity Press

（
同
書
の
捺
染
綿
布
生
産
高
の

評
価
に
は
異
論
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
有
効
な
分
析
を
多
く

含
む
）。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
産
業
化
に
つ
い
て
の
概
説
は
、
奥
野
良

知
（
二
〇
〇
八
）「
十
八
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン　

補
説
14
小
さ
な
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
―
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
工
業
化
と
そ
の
要
因
」
関
哲

行
・
立
石
博
高
・
中
塚
次
郎
編
『
世
界
歴
史
大
系　

ス
ペ
イ
ン
史

Ⅰ
』（
山
川
出
版
社
）、
同
（
二
〇
一
一
）「
ス
ペ
イ
ン
の
地
域
的
多

様
性
―
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
工
業
化
の
歴
史
的
要
因
を
中
心
に
―
」

加
藤
里
美
・
中
垣
勝
臣
編
『
全
球
化
社
会
の
深
化
：
異
文
化
を
め

ぐ
る
化
合
・
還
元
・
触
媒
』（
成
文
堂
）、T

orras, J. 

（1994

）, 

“Lʼeconom
ia catalana abans del 1800 - U

n esquem
a

”, en 
N

adal, J.; M
aluquer de M

otes, J.; Sudrià i Cabana, F. eds., 

H
istòria econòm

ica de la Catalunya Contem
porània, vol.

I, Barcelona: Enciclopèdia Catalana: 13-38; M
aluquer de 

M
otes, J. 

（1994

）, 

“La gran transform
ació. Industriali­

tzació i m
odernització a la Catalunya del segle X

IX

”, 
ibid.: 39-122; Fontana, J. 

（1988

）, La fi de lʼantic règim
 i 

la insdustrialització （1787-1868

）, H
istòria de Catalunya, 

vol. V
, Barcelona: Edicions 62

な
ど
を
参
照
。

（
2
）　

存
在
し
た
織
機
の
台
数
に
よ
る
生
産
規
模
の
比
較
に
つ
い
て
、

山
道
（
二
〇
一
四
）、
七
九
頁
、（
註
）５
参
照
。
な
お
、
ナ
ダ
ル
ら

に
よ
れ
ば
世
紀
末
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
は
絹
織
物
用
の
織
機
が
五

二
四
台
、
リ
ボ
ン
織
機
が
二
七
〇
〇
台
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
編
み
機

が
九
〇
〇
台
あ
っ
た
の
に
対
し
て
（N

adal; Benaul y Sudriá 
eds. 2003, A

tlas de la industrialización de E
spaña, 1750-

2000, Barcelona, Crítica: 42

）、
綿
布
用
の
織
機
は
一
七
八
六

八
年
に
六
三
四
台
、
一
七
九
一
年
に
は
二
六
二
八
台
で
あ
っ
た

（Sánchez, À
. 2013, Indianes, 1736-1847. E

ls orígens de 
la Barcelona industrial, Barcelona: A

juntam
ent de Bar­

celona: 9-10

）。

（
3
）　Y

oung, A
. 

（1793

）, 

“Tour in Catalonia, published in 
the A

nnals of A
griculture, 1787

”, in T
ravels during the 

years 1787, 1788 and 1789, undertaken m
ore particu-

larly w
ith a view

 of ascertaining the cultivation, w
ealth, 

resources, and national prosperity of the kingdom
 of 

France: 635

（
宮
崎
揚
弘
訳
『
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
法

政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
、
二
二
頁
）。

（
4
）　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
に
つ
い
て
、Chap­



近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

）

六
五　
（
一
四
三

m
an, S. （2002

）, H
osiery and K

nitw
ear: Four Centuries of 

Sm
all-scale Industry in Britain, c.1589-2000, O

xford: 
O

xford U
niversity Press; Felkin W

. 

（1999

）, A
 H

istory of 
the M

achine-W
ought H

osiery and L
ace M

anufacture, 
Bristol, T

hoem
m

es Press/T
okyo, K

yokuto-shoten; Croft, 
P. 

（1987
）, 
“The Rise of the English Stocking Export 

T
rade

”, T
extile H

istory, 18-1: 3-18

、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
へ
の

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
編
み
機
の
導
入
に
つ
い
て
、Belfanti, C. M

. 

（1996

）, 

“Fashion and Innovation: T
he O

rigins of. the 
Italian H

osiery Industry in the Sixteenth and Seven­
teenth Centuries

”, T
extile H

istory, 27-2: 132-147

を
参
照
。

（
5
）　

当
時
の
ミ
ラ
ノ
の
文
書
に
よ
る
な
ら
ば
、
女
性
の
賃
仕
事
に
よ

る
絹
の
手
編
み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
は
一
足
に
十
二
日
か
ら
十
五

日
を
要
し
、
編
み
機
で
は
一
日
に
二
足
を
編
む
こ
と
が
で
き
た

（Belfanti 1996: 137

）。
こ
れ
に
対
し
て
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
、
機

械
編
み
の
梳
毛
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
一
週
間
（
六
日
）
に
十
足
の
生

産
が
限
度
で
あ
り
、
熟
練
の
手
編
み
職
人
は
一
日
に
一
足
を
仕
上

げ
た
と
述
べ
る
（Chapm

an 1972, 

“The Genesis of the Briti­
sh H

osiery Industry, 1600-1750

”, T
extile H

istory, 3: 10
）。

（
6
）　

フ
ァ
リ
ウ
の
計
画
に
は
布
地
商
マ
リ
ア
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
、
フ

ラ
ン
ス
人
手
編
み
帽
子
職
人
ペ
ラ
（
ピ
エ
ー
ル
）・
パ
ウ
ザ
、
錠
前

職
人
リ
ュ
レ
ン
ス
・
ド
ゥ
ル
セ
ッ
ト
ら
が
関
わ
っ
た
。
外
国
の
技

術
の
模
倣
に
よ
る
殖
産
興
業
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
一
つ
で
あ
り
、

当
時
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
に
見
ら
れ
た
技
術
革
新
に
対
す
る
積
極
的

な
姿
勢
を
表
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
例
で
あ
る
。García Espu­

che, A
. 

（2013

）, 

“Indum
entària, econom

ia i societat

”, en 

ídem
. ed., Indum

entària. B
arcelona 1700, Barcelona: 

A
juntam

ent de Barcelona: 23-35; K
am

en, H
., 

（1972

）, 

“El 
fénix catalán: la obra renovadora de N

arciso Feliu de la 
Peña

”, E
studis. R

evista de historia m
oderna, 1: 187-191, 

A
péndix 1.

（
7
）　M

olas, P. 

（1970

）, Los grem
ios barceloneses del siglo 

X
V

III, M
adrid: Confederación Española de Cajas de 

A
horro: 512.

（
8
）　

親
方
資
格
授
与
数
は
一
七
六
八
年
か
ら
一
八
三
五
年
の
六
八
年

間
に
八
四
五
人
に
上
る
が
、
ペ
ー
ス
は
一
定
で
は
な
く
、
年
平
均

人
数
は
一
七
六
八
年
か
ら
の
二
〇
年
間
で
は
十
三
・
八
五
人
、
一
七

八
八
年
か
ら
の
二
〇
年
間
で
は
二
〇
・
八
五
人
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
支

配
下
に
活
動
が
停
止
さ
れ
た
後
、
一
八
一
四
年
か
ら
三
五
年
で
は

六
・
八
二
人
だ
っ
た
。
目
立
っ
て
多
か
っ
た
の
は
一
七
八
九
年
で
年

間
一
一
六
人
、
つ
い
で
一
八
〇
三
年
に
八
八
人
、
一
八
〇
二
年
に

八
六
人
で
、
他
業
種
の
家
庭
出
身
の
若
者
が
多
く
参
入
し
て
い
る
。

山
道
（
二
〇
一
七
）「「
ギ
ル
ド
の
再
評
価
」
と
徒
弟
制
度
―
産
業

革
命
前
夜
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
お
け
る
絹
産
業
（
一
七
七
九
―
一

八
三
四
年
）
を
一
例
と
し
て
」『
史
学
』
第
八
七
巻
、
一
・
二
号
、

一
二
二
―
一
二
四
頁
。

（
9
）　Gernerd, E. 

（2015

）, 

“Pulled T
ight and Gleam

ing: T
he 

Stockingʼs Position w
ithin Eighteenth-Century M

asculi­
nity

”, T
extile H

istory, 46-1: 3. 
（
10
）　Earle, R. 

（2003

）, 

“Luxury, Clothing and Race in Colo­
nial Spanish A

m
erica

”, in Berg, M
. &

 Eger, E. eds, Luxu-
ary in the E

ighteenth C
entury: D

ebates, desires and 
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D
electable G

oods, London: Palgrave M
acm

illan: 219-227; 
V

icente, M
. 

（2009

）, 

“Fashion, Race and Cotton T
extiles 

in C
olonial Spanish A

m
erica

”, in R
iello, G

 &
 Par­

thasarathi, P. eds., T
he Spinning W

orld. A
 G

lobal H
is-

tory of C
otton T

extiles, 1200-1850, O
xford: O

xford 
U

niversity Press: 247-260; Pérez Sarrión, G. 

（2012

）, La 
península com

ercial. M
ercado, redes sociales y E

stado en 
E

spaña en el siglo X
V

III, M
adrid: M

arcial Pons: 213-
216.

（
11
）　A

rxiu H
istòric de la Ciutat de Barcelona 

（A
H

CB

）, 
Junta de Com

erç, vol. 18: f. 86.

（
12
）　

ム
ニ
ョ
ス
・
ナ
バ
ー
ロ
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ

れ
て
き
た
植
民
地
交
易
と
産
業
化
と
い
う
テ
ー
マ
の
盲
点
と
し
て
、

絹
産
業
と
植
民
地
市
場
の
関
係
の
再
考
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

ま
ず
、
一
七
二
〇
年
の
パ
ル
メ
オ
税
（
容
積
ベ
ー
ス
の
関
税
）
の

導
入
は
、
バ
レ
ン
シ
ア
な
ど
に
お
け
る
贅
沢
な
絹
布
の
生
産
の
成

長
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
ま
た
、
一
七
七
八
年
の
「
自
由
貿
易
規

則
」
に
伴
う
改
革
で
再
び
価
格
ベ
ー
ス
の
関
税
が
導
入
さ
れ
、
植

民
地
で
販
売
す
る
外
国
製
品
に
対
す
る
税
が
七
％
、
国
産
製
品
に

対
す
る
税
が
（
国
産
製
品
の
定
義
に
つ
い
て
の
議
論
は
さ
て
お

き
）
三
％
と
定
め
ら
れ
た
と
き
に
、
絹
製
品
に
対
し
て
は
重
量

ベ
ー
ス
の
課
税
と
す
る
特
例
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
（
実
質
の
税
率

は
〇
・
七
％
を
切
っ
た
）
は
、
植
民
地
向
け
の
贅
沢
品
製
造
に
大
き

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
た
と
い
う
。M

uñoz N
avarro, D

. 

（2017

）, 

“La seda en el com
ercio colonial español durante 

la segunda m
itad del siglo V

III

”, en Franch Benavent, R. 

y N
avarro Espinach, G., coords., Las rutas de la seda en 

la historia de E
spaña y Portugal, V

alència: 278-282. 

　

な
お
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
産
業
化
と
植
民
地
市
場
の
役
割
に
関

す
る
議
論
の
全
般
は
、
奥
野
良
知
（
二
〇
一
二
）「
カ
ス
タ
ニ
ェ
ー

社
の
販
売
台
帳
を
通
し
て
見
る
十
八
世
紀
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
綿
業
―

捺
染
綿
布
、
捺
染
亜
麻
布
、
商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―（
1
）」『
愛
知

県
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
第
四
四
号
、
七
五
―
七
八
頁
、「
自

由
貿
易
規
則
」
に
つ
い
て
は
、
立
石
博
高
（
一
九
八
九
）「「
自
由

貿
易
」
規
則
（
一
七
七
八
年
）
と
ス
ペ
イ
ン
経
済
」『
地
中
海
論

集
』、
十
二
号
、
六
三
―
七
一
頁
、Fisher, J. （1981

）, 

“Im
perial 

ʻFree T
radeʼ and the H

ispanic Econom
y, 1778-1796

”, 
Journal of Latin A

m
erican Studies, 13: 21-56; D

elgado 
Ribas, J. M

. 

（2007

）, D
inám

icas im
periales 

（1650-1796

）. 
E

spaña, A
m

érica y E
uropa en el cam

bio institucional del 
sistem

a colonial español, Barcelona, Ediciones Bellatera: 
417-456

を
参
照
。

（
13
）　D

e V
ries, J., T

he Industrious R
evolution. Consum

er 
Behavior and the H

ousehold E
conom

y, 1650 to the Pre
sent, Cam

bridge: Cam
bridge U

niversity Press, 2008

（
吉

田
敦
・
東
風
谷
太
一
訳
『
勤
勉
革
命
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
一
年
）、

第
二
章
。「
新
し
い
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
」
の
消
費
と
生
産
及
び
流
通

に
つ
い
て
は
、
他
に
、Brew

ery, J. &
 Porter, R. eds. 

（1993

）, 
C

onsum
ption and the W

orld of G
oods, London/N

ew
 

Y
ork, Routledge; Berg &

 Eger eds. 

（2003

）; Berg, M
. &

 
Clifford, H

. eds. 

（1999

）, Consum
ers and Luxury. Con-

sum
er Culture in E

urope 1650-1850, M
anchester: M

an­
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〇
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一
八
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）（
上
）

）

六
七　
（
三
四
三

chester U
niversity Press; Berg, M

. 

（2005

）, Luxury and 
Pleasure in E

ighteenth-Century Britain, O
xford, O

xford 
U

niversity Press; Sim
onton, D

., K
aartinen, M

. &
 M

onte­
nach, A

. （2015

）, Luxury and G
ender in E

uropean T
ow

ns, 
1700-1914, London/N

ew
 Y

ork: Routledge

を
参
照
。

（
14
）　

例
え
ば
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ズ
は
、
十
八
世
紀
パ
リ
の
消
費
文
化

と
流
行
品
の
製
造
・
販
売
業
の
発
展
を
分
析
す
る
際
に
こ
の
概
念

を
用
い
て
い
る
。
代
表
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
で
、
パ
リ
で
販
売
独
占
権
を
持
っ
た
帽
子
製
造
者
（bon-

netiers

）
ギ
ル
ド
の
親
方
が
八
八
人
（
一
七
一
五
年
）
か
ら
五
百

な
い
し
六
百
人
（
一
七
七
六
年
）
に
増
加
し
た
こ
と
、
編
み
機
が

高
価
で
職
人
の
賃
金
も
高
か
っ
た
た
め
破
産
件
数
も
群
を
抜
い
て

い
た
こ
と
、
違
法
な
生
産
や
販
売
が
横
行
し
、
ギ
ル
ド
に
属
す
る

親
方
は
製
造
を
下
請
け
に
出
し
て
販
売
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
世
紀
末
に
は
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
大
衆
消
費
財
と
な
り
贅

沢
品
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
る
。Fairchilds, 

C. 

（1993

）, 

“The Production and M
arketing of Populuxe 

Goods in Eighteenth-Century Paris

”, in Brew
ery &

 Por­
ter eds: 232-235.

（
15
）　T

orras （1994

）: 24.

（
16
）　

限
定
的
な
検
証
で
あ
る
が
、
筆
者
が
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
の
中
間

層
男
性
八
〇
人
の
「
死
後
財
産
目
録
」
に
記
録
さ
れ
た
服
飾
品
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
所
持
さ
れ
て
い
た
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
五
九
・

九
％
が
麻
や
亜
麻
製
品
で
、
絹
製
品
は
二
〇
・
四
五
％
、
木
綿
製
品

が
六
・
七
三
％
な
ど
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
者
の
在
庫
の
傾
向
と

は
全
く
一
致
せ
ず
、
同
市
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
の
隆
盛
が
少

な
く
と
も
ロ
ー
カ
ル
な
市
場
で
の
中
間
層
を
含
め
た
消
費
の
高
ま

り
に
よ
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。Y

am
am

ichi 

（2017

） 

“Las m
edias en la m

oda barcelonesa del últim
o tercio 

del siglo dieciocho

”, I Coloquio de Investigadores en T
ex-

til y M
oda. Libro de A

ctas, T
errassa: Centre de D

ocu­
m

entació i M
useu T

extil: 228-232.

（
17
）　V

ilar, P. 

（1981

）, 

“La Cataluña industrial: Reflexiones 
acerca de un arranque y de un destino

”, en V
ilar, P., 

N
adal, J., Cam

eron, R., M
athias, P. y K

ellenbenz, H
., La 

industrialización europea. E
studios y tipos, Barcelona, 

Crítica 

（versión original en francés, París, CN
RS, 1972

）.: 
179-180, 182.

（
18
）　

イ
グ
ア
ラ
ー
ダ
の
毛
織
物
業
に
つ
い
て
、T

orras, J. 

（2006

）, 
Fabricants sense fàbrica. E

ls T
orelló, dʼIgualada 

（1691-
1794

）, V
ic: Eum

o; ídem
. 

（2019

）, La industria antes de la 
fábrica, Salam

anca: Ediciones U
niversidad de Salam

anca. 

（2019

）; M
arfany, J. 

（2012

）, Land, Proto-industry and 
Population in Catalonia, c. 1680-1829. A

n A
lternative 

T
ransition to Capitalism

? London/N
ew

 Y
ork: Routledge

、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
捺
染
綿
布
製
造
業
に
つ
い
て
、Sánchez, À

. 

（1992

）, 

“La indianería catalana: ¿m
ito o realidad?

”, R
e-

vista de H
istoria Industrial, 1: 213-228; ídem

. 

（2013

）; 
ídem

. coord. 

（2011

）, La indústria de les indianes a Bar-
celona, 1730-1850, 

（B
arcelona: quaderns dʼhistòria, 

núm
. 17

）, Barcelona: Institut M
unicipal dʼH

istòria

、
毛
織

物
業
か
ら
綿
業
へ
の
移
行
に
つ
い
てO

kuno, Y
. 

（1999

）, 

“Entre 
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六
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四
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三

la llana i el cotó. U
na nota sobre lʼextensió de la in­

dústria del cotó als pobles de Catalunya el darrer quart 
del segle X

V
III

”, R
ecerques. H

istòria, econom
ia, cultura, 

38: 47-76

、
ま
た
、
産
業
化
を
支
え
た
資
本
蓄
積
に
お
け
る
ブ
ド

ウ
栽
培
の
重
要
性
や
布
地
商
の
交
易
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
出
発

点
と
な
っ
た
ヴ
ィ
ラ
ー
ル
の
研
究
（V

ilar, P. 1964-1968, Cata-
lunya dins lʼE

spanya m
oderna: R

ecerques sobre els fona-
m

ents econòm
ics de les estructures nacionals. Barcelona: 

Edicions 62, vol. IV
）
の
他
、V

alls, F. 

（2004

）, La Catalu-
nya atlàntica. A

iguardent i teixits a lʼarrencada indus-
trial catalana, V

ic: Eum
o 

（traducción castellana, 2021, 
Zaragoza: U

niversidad de Zaragoza

）
な
ど
を
参
照
。

（
19
）　Rom

ero M
arín, J. 

（2005

）, La construcción de la cul-
tura del oficio durante la industrialización. Barcelona, 
1814-1860, Barcelona: Icaria/Publicacions de la U

niver­
sitat de Barcelona.

（
20
）　

バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
は
十
八
世
紀
の
間
に
お
よ
そ
三
万
三
千
な
い

し
七
千
人
か
ら
十
万
人
へ
と
人
口
が
三
倍
に
増
加
し
た
。
同
市
へ

の
人
口
増
加
の
要
因
で
あ
る
移
民
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
、

Y
am

am
ichi, Y

. y Solà Parera, À
. 

（2024

）, 

“Migración y 
género en las fam

ilias artesanas de Barcelona, 1770-
1817

”, Investigaciones de H
istoria E

conóm
ica, vol. 20-1: 

7-17.

（
21
）　V

ilar 

（1964-68

）, vol. III: 41-42; López Guallar, P. 

（2011

）, 

“La población de Barcelona, 1680-1830: fonts, his­
toriografia i estat de la qüestió

”, X
II Congrés dʼH

istòria 

de Barcelona, Barcelona: 49-62. 

市
に
よ
る
埋
葬
記
録
も
、
現

存
す
る
の
は
一
八
三
六
年
以
降
で
あ
る
。

（
22
）　

ペ
ル
ソ
ナ
ル
税
は
、「
カ
タ
ス
ト
ロ
・
レ
ア
ル
」（
不
動
産
に
対

す
る
税
）、「
ガ
ナ
ン
シ
ア
ル
」（
商
業
・
産
業
活
動
に
対
す
る
税
）

と
合
わ
せ
、
ブ
ル
ボ
ン
朝
に
よ
る
三
本
立
て
の
税
の
一
つ
。
税
額

は
独
立
自
営
者
が
四
五
レ
ア
ル
、
雇
わ
れ
て
働
く
者
、
日
雇
い
労

働
者
、
親
方
の
息
子
や
娘
婿
、
家
長
で
な
い
十
六
歳
以
上
の
農
民

な
ど
は
二
五
レ
ア
ル
と
定
め
ら
れ
、
極
貧
者
、
六
十
歳
以
上
の
老

人
、
障
害
者
は
免
れ
た
。
手
工
業
者
に
つ
い
て
は
ギ
ル
ド
ご
と
に

毎
年
届
け
出
た
名
簿
に
従
っ
て
徴
税
さ
れ
た
。M

enéndez Pidal, 
R. ed. 

（1985

）, H
istoria de E

spaña, X
X

IX
, La época de 

los prim
eros borbones, M

adrid: Espasa Calpe.: 243-249; 
T

orras （2006

）: 227-228.

（
23
）　

十
八
世
紀
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
ギ
ル
ド
に
関
す
る
古
典
的
研
究
に

お
い
て
、
モ
ラ
ス
は
同
史
料
の
信
頼
性
に
留
保
を
つ
け
な
が
ら
、

か
な
り
の
部
分
を
こ
れ
に
依
拠
し
て
記
述
し
て
い
る
。M

olas 

（1970

）: 29; 73-74; 154; 237. 

（
24
）　A

H
CB, Cadastre Personal, R

elación de Barreteros, 
1771; 1781; 1791; 1801; 1808.

モ
ラ
ス
は
前
述
の
研
究
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
数
字
と
世
紀
末
に
ギ
ル
ド
が
王
権
に
出
し
た

請
願
な
ど
を
根
拠
に
、「（
同
ギ
ル
ド
で
）
独
立
自
営
の
親
方
は
一

割
に
満
た
ず
、
世
紀
末
に
は
ほ
と
ん
ど
の
親
方
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

化
し
て
い
た
」
と
結
論
づ
け
る
。M

olas （1970

）: 514-515.
（
25
）　

当
該
年
の
議
事
録
は
、A

rxiu H
istòric de Protocols de 

Barcelona （
以
下A

H
PB

）, Gibert, 1072/12-13.

（
26
）　A

H
PB, Gibert, 1072/13, 1789: 3-8. 

同
年
に
異
常
な
数
の



近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

）

六
九　
（
五
四
三

新
規
の
親
方
が
認
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、
カ
ル
ロ
ス
四
世
戴
冠
行

事
の
た
め
に
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
、「
三
年
の
徒
弟
修
行
と
二
年

の
職
人
と
し
て
の
経
験
」
と
い
う
規
約
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
職

人
に
親
方
試
験
の
受
験
を
認
め
た
経
緯
が
あ
る
。
山
道
（
二
〇
一

七
）
一
一
八
頁
、
一
一
三
頁
、
註（
31
）。

（
27
）　

平
均
的
年
収
に
つ
い
て
、
山
道
（
二
〇
二
一
ａ
）「
産
業
化
以

前
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
お
け
る
家
業
と
女
性
（
一
七
七
〇
―
一
八

二
〇
） 

―
絹
産
業
ギ
ル
ド
の
親
方
・
職
人
と
そ
の
妻
、
寡
婦
、
娘

た
ち
の
「
結
婚
契
約
書
」「
遺
言
書
」
か
ら
―
」『
史
学
』
八
九
巻

四
号
、
一
一
〇
頁
、
註（
56
）参
照
。

（
28
）　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
公
証
人
文
書
の
中
で
、「
遺
言
書
」
及
び

「
結
婚
契
約
書
」
を
中
心
と
し
た
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
前
者
に
つ

い
て
は
山
道
（
二
〇
一
四
）、
後
者
に
つ
い
て
は
山
道
（
二
〇
二
一

ａ
）
を
参
照
。

（
29
）　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
慣
習
法
に
よ
る
寡
婦
の
権
利
に
つ
い
て
、
山
道

（
二
〇
二
一
ａ
）
一
一
四
頁
、
註（
96
）。

（
30
）　

モ
レ
ノ
に
よ
れ
ば
、
十
八
世
紀
末
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
パ
ナ
デ
ス

地
方
で
は
男
性
の
十
五
・
一
％ 

、
女
性
の
二
・
五
％
、
リ
ェ
イ
ダ
で

は
男
性
の
九
・
五
五
％
、
女
性
の
二
・
九
八
％
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
で

は
男
性
の
六
・
七
四
％
の
故
人
が
死
後
財
産
目
録
を
作
成
さ
れ
た
。

M
oreno Claverías, B. 

（2018

）, 

“Els inventaris post m
or­

tem
 catalans a lʼèpoca m

oderna: caracterìstiques, punts 
forts i punts febles

”, en M
oreno ed., E

ls inventaris 
Post-M

ortem
. U

na font per a la història econòm
ica i so-

cial, Girona: Biblioteca dʼH
istòria Rural: 41. 

一
七
九
〇
年
か

ら
九
四
年
に
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
で
記
録
さ
れ
た
男
性
の
「
死
後
財

産
目
録
」
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
カ
ス
タ
ニ
ェ
ダ
に
よ
れ
ば
、
目

録
が
作
成
さ
れ
た
割
合
は
貴
族
の
六
四
％
、
聖
職
者
の
三
六
％
、

商
人
・
専
門
職
・
手
工
業
者
の
三
四
％
、
日
雇
い
労
働
者
や
家
内

奉
公
人
の
〇
・
四
％
と
推
計
さ
れ
る
。Castañeda, L. 

（1984

）, 
N

iveles de vida m
aterial en Barcelona a finales del siglo 

X
V

III, M
em

oria de licenciatura 

（inédita

）, U
niversidad 

A
utònom

a de Barcelona: 42-44.

（
31
）　

ド
・
フ
リ
ー
ス
は
「
勤
勉
革
命
」
の
テ
ー
ゼ
を
消
費
行
動
か
ら

考
察
す
る
上
で
の
「
死
後
財
産
目
録
」（
訳
書
で
は
「
遺
産
目

録
」）
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ

ン
ス
な
ど
の
事
例
を
考
察
し
、
情
報
の
豊
か
さ
を
強
調
し
な
が
ら

も
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
一
部
で
は
十
七
世
紀
の
史
料
が
少

な
い
こ
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
七
三
〇
年
代
以
降
の
文
書
が

僅
か
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
費
用
を
負
担
し
て
目
録
を
作
成
す
る

に
値
す
る
社
会
層
の
み
が
残
す
た
め
、
真
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
呼

べ
る
層
の
目
録
は
稀
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
欠
陥
で
あ
る
と
述
べ

る
。D

e V
ries 

（2008

）: 123-126

（
前
掲
訳
書
一
四
三
頁
）。
ス

ペ
イ
ン
に
お
い
て
も
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
で
は
同
様
で
、
十
八
世

紀
半
の
パ
レ
ン
シ
ア
を
調
査
し
た
ラ
モ
ス
・
パ
レ
ン
シ
ア
に
よ
れ

ば
、
人
口
の
四
二
％
を
超
え
る
年
収
五
〇
〇
レ
ア
ル
以
下
の
層
の

目
録
は
現
存
す
る
史
料
の
五
％
に
過
ぎ
な
い
。Ram

os Palencia, 
F. 

（2010

）, Pautas de Consum
o y M

ercado en Castilla 
1750-1850. E

conom
ía fam

iliar en Palencia al final del 
A

ntiguo R
égim

en, M
adrid: Sílex.: 56-60.

　

こ
れ
に
対
し
て
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
、
日
雇
い
農
民
や
貧
し
い

職
人
層
の
財
産
目
録
も
決
し
て
珍
し
く
な
く
、
十
八
世
紀
後
半
か



史
　
　
　
学

　
第
九
三
巻

　
第
四
号

）

七
〇　
（
六
四
三

ら
十
九
世
紀
初
頭
の
ジ
ロ
ー
ナ
地
方
で
は
、
少
な
く
と
も
部
分
的

に
日
雇
い
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
す
る
農
業
労
働
者
（treballa-

dor

）
の
財
産
目
録
が
、
広
い
農
地
を
伴
う
農
家
に
住
む
大
規
模

農
民
（pagès

）
と
同
じ
割
合
で
残
さ
れ
て
い
る
（Congost, R. i 

Ros, R. 2018, 

“Els inventaris de la gent hum
il: els treba

lladors de la regió de Girona al segle X
V

III

”, en M
oreno 

ed.: 63-74
）。

（
32
）　

一
般
に
は
、
隠
蔽
に
加
え
て
、
故
人
の
死
か
ら
目
録
作
成
ま
で

に
散
逸
し
記
録
さ
れ
な
い
財
産
が
あ
る
こ
と
や
、
経
済
的
価
値
の

な
い
モ
ノ
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
が
史
料
の
弱
点
と
さ
れ
る
。
し
か

し
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
、
記
載
漏
れ
が
あ
る
と
文
書
自
体
が
無
効

と
な
っ
た
た
め
、「
古
い
手
紙
、
役
に
立
た
な
い
鉄
の
欠
片
、
椅
子

の
一
部
分
、
底
の
抜
け
た
樽
、
壊
れ
た
ゆ
り
か
ご
ま
で
」
が
記
さ

れ
る
。M

oreno 

（2018

）: 55; Sobrado Correa, H
. 

（2003

）, 

“Los inventarios post-m
ortem

 com
o fuente privilegiada 

para el estudio de la historia de la cultura m
aterial en la 

Edad M
oderna

”, H
ispania, LX

III/3: 840-841.

（
33
）　M

oreno Claverías, B. 

（2003

）, 

“Pautas de consum
o y 

diferenciación social en el Penedés a fines del siglo X
V

II. 
U

na propuesta m
etodológica a partir de inventarios sin 

valoraciones m
onetarias

”, R
evista de H

istoria E
conóm

ica, 
21, Extra 4: 207-245; ídem

. 

（2007

）, Consum
 i condicions 

de vida a la C
atalunya M

oderna. E
l P

enedès, 1670-
1790, V

ilafranca del Penedès: Edicions i propostes cul­
turals A

ndanda; ídem
. ed. 

（2018

）; Lencina Pérez, X
. 

（1999

）, 

“Los inventarios post-m
ortem

 en el estudio de la 

cultura m
aterial y el consum

o. Propuesta m
etodológica. 

Barcelona, siglo X
V

II

”, en T
orras, J. y Y

un, B. eds., Con-
sum

o, condiciones de vida y com
ercialización: Cataluña 

y Castilla, siglos X
V

II-X
IX

, V
alladolid: Junta de Castilla 

y León.: 41-59. 

（
34
）　

商
業
書
簡
の
史
料
と
し
て
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
カ
・
ト
リ
ヴ
ェ
ッ
ラ
ー
ト
（
玉
木
俊
明
訳
）『
世
界
を
つ
く
っ
た

貿
易
商
人　

地
中
海
経
済
と
交
易
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
』（
ち
く
ま
学
芸

文
庫
、
二
〇
二
二
年
）「
第
1
章　

商
業
書
簡
」、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ

の
対
外
交
易
史
の
中
で
の
会
計
帳
簿
（
販
売
台
帳
）
を
利
用
し
た

先
行
研
究
と
そ
の
再
検
討
に
つ
い
て
、
奥
野
（
二
〇
一
二
）「
カ
ス

タ
ニ
ェ
ー
社
の
販
売
台
帳
を
通
し
て
見
る
十
八
世
紀
カ
タ
ル
ー
ニ

ャ
綿
業
―
捺
染
綿
布
、
捺
染
亜
麻
布
、
商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―

（
1
）」『
愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
第
四
四
号
、
お
よ
び

同
上 （
2
）、
第
四
五
号
参
照
。

（
35
）　

調
査
し
た
公
証
人
・
活
動
期
間
・
参
照
し
た
冊
子
番
号
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。J. Ribes 

（1751-1803

）: 1046/72-77, 82-
83; R. Font i A

lier 

（1754-86

）: 1052/28-30; F. M
adriguera 

（1764-96

）: 1085/2-27; J. Sanjoan 

（1766-1805

）: 1092/25-
29; J. Prats Cabrer 

（1770-99

）: 1104/41-44; J. G. Sayrols 

（1774-1810

）: 1114/1-8, 35-38, 46-50; J. M
orelló 

（1775-
1821

）: 1117/34-43; F
. J. E

lias i B
osc 

（1777-1817

）: 
1123/39-46; F. Portell 

（1790-1817

）: 1142/35-48; B. Forés 
（1735-75

）: 1008/12; J. Fontrodona 

（1759-94

）: 1064/27; J. 
Gualsa Roig 

（1768-1808

）: 1096/14; I. Plana Fontana 

（1774-1811

）: 1113/17; J. Cavallol Gras 

（1777-1811

）: 



近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

）

七
一　
（
七
四
三

1122/2-3; A
. Borràs （1782-1800

）: 1132/3-4.
（
36
）　

ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
侵
入
に
よ
り
公
証
人
の
大
半
が
市
外
に
避
難

し
た
た
め
、
戦
争
の
前
後
で
史
料
に
大
き
な
断
絶
が
あ
り
、
活
動

を
再
開
し
た
場
合
に
も
戦
後
の
文
書
は
少
な
い
。
ま
た
、
一
八
二

〇
年
以
降
は
遺
言
書
や
死
後
財
産
目
録
の
作
成
率
が
大
幅
に
下
が

る
た
め
、
方
法
論
か
ら
再
検
討
を
要
す
る
。

（
37
）　

ギ
ル
ド
の
衰
退
は
会
合
の
頻
度
と
出
席
者
数
か
ら
も
読
み
取
れ

る
。
一
七
八
〇
年
代
に
は
年
七
回
か
ら
八
回
の
会
合
が
催
さ
れ
、

八
八
年
に
は
最
高
で
一
九
七
人
の
出
席
が
あ
っ
た
が
、「
自
由
主
義

の
三
年
間
」（
一
八
二
〇
―
二
三
）
の
活
動
停
止
後
、
二
四
年
以
降

は
年
二
回
か
ら
三
回
の
会
合
に
二
十
人
か
ら
三
十
人
が
出
席
す
る

に
と
ど
ま
る
。A

H
PB, Gibert, 1072/12-13; M

orelló i M
as, 

1222/4, 6.

（
38
）　
「
サ
ル
ダ
ー
ニ
ャ
の
バ
タ
ー
売
り
」
と
呼
ば
れ
た
行
商
人
に
つ

い
て
、
山
道
（
二
〇
二
一
ｂ
） 「
ピ
レ
ネ
ー
か
ら
大
西
洋
へ
―
近
代

揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
に
お
け
る
絹
産
業
の
親
方
た
ち
と
そ
の

家
族
」、
神
崎
忠
昭
・
長
谷
部
史
彦
編
『
地
中
海
圏
都
市
の
活
力
と

変
貌
』
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
、
一
五
三
―
一
五
五
頁
。

（
39
）　

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
絹
産
業
の
危
機
へ
の
対
応
に
つ
い
て
はSolà 

Parera, À
.; Ferrer-A

lós, Ll.; V
irós, Ll. &

 Y
am

am
ichi, Y

. 

（2020

）, 

“Silk T
extiles, Crisis and A

daptative Strategies 
in Catalonia, 1770-1850s 

（Barcelona and M
anresa

）, Con-
tinuity and Change, 35-1: 53-74

、
十
九
世
紀
の
技
術
革
新
と

産
業
の
復
興
に
つ
い
て
はSolà Parera, À

. 

（2017

）, 

“La seda 
en Cataluña, siglos X

V
III-X

IX

”, en Franch Benavent, y 
N

avarro Espinach coords.: 313-342

を
参
照
。

（
40
）　

財
産
目
録
の
あ
る
二
九
人
の
う
ち
三
人
は
遺
言
書
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
（【
付
表
１
】
参
照
）。

（
41
）　A

H
PB, Sayrols, 1114/1: 186v-188. 

（
42
）　A

H
PB, M

orelló, 1117/41: 210-212.

（
43
）　

リ
ポ
イ
の
仲
買
商
人
の
娘
で
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
製
造
業
親
方
リ
ュ
レ
ン
ス
・
ガ
リ
ー
ド
と
死
別
し
た
後
、
同
業

の
若
い
親
方
マ
リ
ア
ー
ノ
・
ガ
リ
サ
ン
ス
と
結
婚
し
た
マ
リ
ア
・

ガ
リ
サ
ン
ス
・
カ
ル
ボ
ネ
イ
の
死
後
財
産
目
録
（A

H
PB, Elias i 

Bosc, 1123/44: 199v-211v

）
に
は
、
前
夫
ガ
リ
ー
ド
か
ら
継
承

し
た
と
思
わ
れ
る
工
房
と
、
彼
女
が
寡
婦
と
し
て
工
房
を
切
り
盛

り
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
約
束
手
形
な
ど
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

山
道
（
二
〇
二
一
ａ
）
九
三
―
九
六
頁
参
照
。

（
44
）　

ギ
ル
ド
規
約
に
よ
り
、
違
反
者
に
は
一
〇
リ
ウ
ラ
の
罰
金
が
課

さ
れ
、
商
品
は
押
収
さ
れ
た｡

同
ギ
ル
ド
の
い
く
つ
か
の
規
約
は

商
業
評
議
会
の
文
書
の
中
に
写
し
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

A
H

CB, Junta de Com
erç, vol. 15: 35-49v. 

（
一
七
七
六
年
の

規
約
の
写
し
）

（
45
）　botiga

は
現
在
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
は
店
を
意
味
す
る
が
、

当
時
の
用
語
で
は
手
工
業
者
の
工
房
で
、
同
時
に
販
売
の
場
と
し

て
客
に
対
し
て
も
開
か
れ
て
い
た
場
所
を
指
す
。T

orras （2007

）: 
27.

（
46
）　

た
だ
し
ト
ゥ
レ
ン
ツ
だ
け
は
編
み
機
が
一
台
も
記
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
所
持
し
て
い
た
機
械
を
売
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
レ
ン
タ

ル
の
道
具
を
使
っ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
判
断
が
つ
か
な
か
っ
た

た
め
、
独
立
自
営
の
親
方
に
は
数
え
な
か
っ
た
。

（
47
）　A

H
PB, Portell, 1142/37: 377-377v.
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（
48
）　

ま
た
「
遺
言
書
」
か
ら
は
出
資
先
の
会
社
が
ハ
バ
ナ
在
住
の
妻

の
兄
弟
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。A

H
PB, Portell, 

1142/37: 337v-338v.
（
49
）　

財
産
目
録
（
一
七
九
四
年
）
で
五
台
の
編
み
機
が
全
て
他
人
の

管
理
下
で
自
宅
外
に
あ
る
と
さ
れ
た
デ
ル
・
ソ
ル
は
、
目
録
で
寡

婦
が
亡
夫
の
長
い
患
い
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
一
七
五
三
年
の

文
書
に
十
六
台
の
編
み
機
を
所
持
す
る
（
う
ち
六
台
は
自
宅
外
）

と
あ
る
（M

olas 1970: 512

）
こ
と
か
ら
、
全
盛
期
に
は
ギ
ル
ド

の
中
で
も
最
も
盛
ん
な
生
産
を
行
っ
て
い
た
親
方
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
彼
の
よ
う
な
有
力
な
親
方
が
お
そ
ら
く
自
身
で

編
み
機
を
持
た
な
い
親
方
に
機
械
を
貸
し
、
生
産
さ
せ
て
い
た
こ

と
も
推
測
さ
れ
る
。
デ
ル
・
ソ
ル
の
所
持
台
数
を
十
五
台
と
す
る

と
、
独
立
自
営
親
方
の
平
均
は
七
・
九
五
台
と
な
る
。

（
50
）　

精
練
し
た
生
糸
に
撚
り
を
か
け
て
糸
を
製
造
す
る
撚
糸
は
、
撚

糸
ギ
ル
ド
（
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
で
は
絹
の
七
ギ
ル
ド
の
一
）
の
仕
事

だ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
後
半
に
は
ベ
ー
ル
織
り
親
方
を
は
じ
め
と

す
る
有
力
な
絹
産
業
者
が
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
上
質
の

製
品
の
製
造
は
糸
の
品
質
に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

（
51
）　A

H
PB, M

orelló, 1117/1: 273v-290v.

（
52
）　A

H
PB, Ponsico, 1036/25: 152v-164; Portell, 1042/35: 

138-169. 

前
者
は
一
七
七
二
年
一
月
に
作
成
さ
れ
た
親
方
死
亡
時

の
目
録
、
後
者
は
一
七
九
〇
年
十
月
に
作
成
さ
れ
た
夫
人
死
亡
時

の
目
録
（
親
方
の
死
亡
時
に
包
括
相
続
人
の
長
男
が
未
成
年
で
、

寡
婦
が
後
見
人
・
用
益
権
者
だ
っ
た
た
め
、
夫
人
死
亡
時
に
亡
夫

の
財
産
を
含
む
目
録
が
作
成
さ
れ
た
）。
記
述
は
特
に
断
ら
な
い
限

り
前
者
の
目
録
に
よ
る
。

（
53
）　A

H
PB, M

orelló, 1117/42: 5v-8.

彼
は
一
七
七
一
年
の
徴
税

台
帳
に
二
七
歳
と
記
さ
れ
て
お
り
、
二
四
歳
で
親
方
に
な
り
、
三

〇
代
で
ギ
ル
ド
の
要
職
を
次
々
と
務
め
、
五
〇
歳
で
死
亡
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。

（
54
）　Castañeda 

（1984

）, capítulo V
. 

編
み
機
一
台
を
仮
に
一
二

〇
リ
ウ
ラ
と
し
て
も
七
台
で
八
四
〇
リ
ウ
ラ
、
六
一
四
足
の
ス
ト

ッ
キ
ン
グ
は
平
均
一
足
二
・
五
リ
ウ
ラ
と
し
て
一
五
三
五
リ
ウ
ラ
、

原
料
の
絹
糸
は
白
糸
で
一
リ
ブ
ラ
あ
た
り
約
七
リ
ウ
ラ
な
の
で
色

糸
を
含
め
た
九
二
リ
ブ
ラ
の
絹
は
最
低
で
も
六
四
四
リ
ウ
ラ
と
な

り
、
合
計
三
千
リ
ウ
ラ
を
超
え
る
。
編
み
機
の
価
格
に
つ
い
て
は
、

あ
る
工
房
の
「
財
産
評
価
書
」（
一
七
八
八
年
、A

H
PB, Prats 

Cabrer, 1104/37: 99-108

）
な
ど
を
参
照
。

（
55
）　M

oreno Claverías, B. 

（2015

）, 

“Gender and Luxury in 
Eighteenth-Century Catalonia: T

ow
n and Countryside

”, 
in Sim

onton; K
aartinen &

 M
ontenach eds.: 132-149.

（
56
）　A

H
PB, Portell, 1142/39: 162-164v.

（
57
）　

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
デ
ス
ク
（escriptori

）
は
整
理
箪
笥
（calaixe

ra

）
と
並
ん
で
十
八
世
紀
に
普
及
し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
家
具
で

あ
り
、
引
き
出
し
が
箪
笥
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
筆
者
が
以
前
に

調
査
し
た
同
時
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
「
結
婚
契
約
書
」
に
よ
れ

ば
、
女
性
の
持
参
財
が
そ
れ
ま
で
の
衣
類
箱
（caixa

）
に
代
わ
っ

て
ほ
と
ん
どcalaixera

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
男
性
の
婚

資
が
示
さ
れ
る
場
合
に
は
全
て
の
場
合
にescriptori

と
あ
り
、

「
男
性
的
な
」
家
具
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
58
）　A

H
PB, Portell, 1142/40: 288-292v.

（
59
）　

禁
止
の
対
象
外
だ
っ
た
の
は
、
女
性
が
生
活
の
た
め
に
自
分
の



近
代
揺
籃
期
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
に
お
け
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
製
造
業
（
一
七
七
〇
―
一
八
〇
八
）（
上
）

）

七
三　
（
九
四
三

手
で
作
っ
た
も
の
を
常
設
の
店
舗
で
は
な
く
市
場
や
通
り
で
行
商

す
る
こ
と
と
、
商
人
等
に
よ
る
六
ダ
ー
ス
を
超
え
る
卸
売
で
あ
る
。

（
60
）　A

H
PB, Portell, 1142/37: 16v-23v.

（
61
）　A

H
CB, Junta de Com

erç, vol. 21: 9-14.

（
62
）　

本
稿
で
は
、
貨
幣
単
位
と
し
て
の
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
・
リ
ウ
ラ
は

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
リ
ウ
ラ
と
表
記
し
、
重
さ
の
単
位
と
し
て
の

リ
ウ
ラ
（
ポ
ン
ド
）
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
リ
ブ
ラ
と
区
別
し
て
表
記

す
る
。

（
63
）　

仮
に
並
級
品
を
月
に
三
足
編
ん
だ
と
す
る
と
（
註（
５
）参
照
）、

得
ら
れ
た
収
入
は
一
リ
ウ
ラ
程
度
で
あ
る
。
サ
ラ
ス
ア
ら
の
最
新

の
共
同
研
究
に
よ
れ
ば
、
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
市
の
捨
て
子
養
育
院
が

乳
児
の
養
育
費
と
し
て
農
村
に
住
む
乳
母
に
支
払
っ
た
賃
金
は
、

十
八
世
紀
を
通
し
て
一
ヶ
月
一
〇
・
六
七
レ
ア
ル
程
度
（
お
よ
そ
一

リ
ウ
ラ
）
で
あ
り
、
こ
の
低
賃
金
は
農
村
の
貧
し
さ
だ
け
で
な
く
、

農
村
に
住
む
女
性
の
副
業
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
と
、
現
金
収
入

の
持
つ
大
き
な
意
味
合
い
か
ら
説
明
さ
れ
る
と
い
う
。Sarasúa, 

C. ed. 

（2021

）, Salarios que la ciudad paga al cam
po. Las 

nodrizas de las inclusas en los siglos X
V

III y X
IX

, A
la­

cant: Publicacions U
niversitat dʼA

lacant: A
péndice IV

.

（
64
）　A

H
PB, M

orelló, 1117/1: 274v.-277.

（
65
）　A

H
PB, Plana Fontana, 1113/17: 772-774v.

（
66
）　

彼
の
三
台
の
編
み
機
の
う
ち
二
台
は
細
い
絹
糸
用
の
「
三
〇

番
」
で
あ
り
、
在
庫
も
大
半
が
上
質
の
絹
製
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
、

一
割
は
刺
繍
の
施
さ
れ
た
高
級
品
だ
っ
た
（【
付
表
2
】
参
照
）。

（
67
）　A

H
PB, Sayrols, 1114/25: 307-308v. 

山
道
（
二
〇
二
一

ａ
）
一
一
二
頁
、
註（
68
）参
照
。

（
68
）　A

H
CB, Junta de Com

erç, vol.17: 141-156. 

王
権
の
要
請

で
学
校
を
設
置
し
た
と
い
う
理
由
で
ギ
ル
ド
は
王
権
に
経
済
的
補

助
を
求
め
た
の
に
対
し
て
、
在
学
中
の
少
女
た
ち
が
刺
し
た
作
品

を
ギ
ル
ド
は
販
売
可
能
だ
と
い
う
理
由
で
補
助
が
却
下
さ
れ
て
い

る
。

（
69
）　

十
八
世
紀
後
半
ス
ペ
イ
ン
の
啓
蒙
主
義
的
手
工
業
振
興
策
と

「
女
性
ら
し
い
」
仕
事
と
い
う
規
範
に
つ
い
て
は
、
民
衆
へ
の
技
術

教
育
の
必
要
を
説
い
た
カ
ン
ポ
マ
ー
ネ
ス
の
著
作
の
中
に
も
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
衣
服
の
縫

い
物
」「
糸
紡
ぎ
」「
織
布
」「
刺
繍
」「
宝
石
や
金
属
を
含
ま
な
い

女
性
の
衣
類
の
装
飾
」「
ボ
タ
ン
と
穴
か
が
り
、
飾
り
紐
、
ヘ
ア
ネ

ッ
ト
」「
扇
子
の
絵
付
」「
ボ
ビ
ン
レ
ー
ス
、
絹
レ
ー
ス
、
レ
ー
ス

編
み
」「
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
靴
下
」「
リ
ボ
ン
」
な
ど
と
例
示
さ
れ

る
。D

iscurso sobre la educación popular de los artesanos 
y su fom

ento （1775

）: 380-381.

（
70
）　Fairchilds （1993

）: 235.

（
71
）　

前
出
の
「
財
産
評
価
書
」（
註
54
）
に
よ
る
。

（
72
）　

た
だ
し
、
コ
イ
に
つ
い
て
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
七
台
の
編

み
機
の
う
ち
の
五
台
は
木
綿
糸
用
、
二
台
が
上
質
の
絹
糸
用
で
あ

る
の
で
、
木
綿
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
多
く
生
産
し
て
い
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
。
木
綿
の
商
品
は
在
庫
を
個
人
で
保
持
せ
ず
、

共
同
所
持
し
て
い
た
会
社
を
通
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

（
73
）　

サ
バ
テ
ー
・
イ
・
リ
ョ
ピ
ス
に
つ
い
て
は
、
夫
人
死
亡
時
の
夫

婦
の
財
産
目
録
（
一
七
九
〇
年
）
に
お
い
て
も
、
親
方
死
亡
時

（
一
七
七
二
年
）
と
同
様
に
、
在
庫
が
ウ
ー
ル
と
亜
麻
・
麻
、
木
綿
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五
三

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
手
袋
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ま
ま
で
あ

る
の
が
わ
か
る
。

（
74
）　A

H
PB, Sanjoan, 1092/28: 238-246v.

（
75
）　A

H
PB, M

orelló, 1117/42: 47v-54v.

（
76
）　A

H
PB, Sayrols, 1114/48: 436-436v; 446-446v; 448-

449.

（
77
）　

シ
ェ
ブ
ロ
ン
柄
を
編
む
た
め
に
は
専
用
の
編
み
機
が
必
要
で
、

ア
ン
リ
ッ
ク
の
所
持
す
る
十
五
台
の
編
み
機
の
う
ち
の
二
台
が
そ

れ
だ
っ
た
。

（
78
）　

十
八
世
紀
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
の
布
地
商
の
死
後
財
産
目
録
の
分
析

か
ら
見
る
消
費
の
変
遷
に
つ
い
て
はT

orra Fernández, Ll. 

（2002

）, 

“Cam
bios en la oferta y la dem

anda textil en 
Barcelona 

（1650-1800

）”, R
evista de H

istoria Industrial, 
22

を
参
照
。

（
79
）　Palom

er Pons, J. 

（1983

）, E
l desenvolupam

ent de la 
industria del punt a O

lot. Segles X
V

II-X
IX

, O
lot: A

jun­
tam

ent dʼO
lot.

（
80
）　

一
七
七
三
年
の
認
可
状
に
よ
れ
ば
、
木
綿
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
編

み
機
を
六
十
台
設
置
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
職
人
を
二
百
人
連
れ
て
く

る
な
ど
、
画
期
的
な
計
画
だ
っ
た
が
、
三
年
後
に
は
材
料
が
供
給

さ
れ
ず
に
止
ま
っ
た
機
械
が
多
く
あ
り
、
技
術
の
伝
授
も
う
ま
く

行
わ
れ
て
い
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。A

H
CB, Junta de 

Com
erç, vol. 21: 61-139.

（
81
）　ibid.: 161-173.　

（
82
）　M

utos X
icola, C. 

（2020

）, LʼH
ospici de G

irona 

（1769-
1963

）. Silencis i paraules dʼun m
ón en reclusió, Girona: 

Editorial Gavarres: 54-59.

（
83
）　A
H

PB, M
orelló, 1117/42: 73-82v.

（
受
理
日
付
：
二
〇
二
四
年
二
月
二
十
六
日
）


